
は
じ
め
に

二
〇
一
〇
年
七
月
に
、
日
本
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
中
国
国
家
博
物
館
所
蔵

の｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

と
モ
チ
ー
フ
、
構
造
様
式
が
よ
く
似
て
い
る

｢

倭
寇
図
巻｣

が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
。
所
蔵
者
の
変
遷
が
全
く
不
明
な
絵
に

こ
れ
ほ
ど
似
て
い
る
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
と
は
、
後
世
に
伝
わ
る
絵
と
し
て

も
珍
し
い
。
こ
の
点
で
中
日
両
国
の
研
究
者
に
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
小
文
で
は

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

の
作
成
と
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
さ
ら
に

｢

倭
寇
図
巻｣

と
の

関
連
に
ふ
れ
、
二
者
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
推
論
を
し
た
い
。

一
、｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

、
材
質
は
絹
、
彩
色
に
よ
る
絵
画
で
、
縦
は
三
一.
〇
㎝
、
横

は
五
七
〇
㎝
。
中
国
国
家
博
物
館
蔵
。
蔵
品
番
号：

Ｙ
一
九
六
四
。
題
箋
な
し
、
一

九
六
五
年
に
所
蔵
と
な
っ
た
。

画
面
の
内
容
は
順
番
で
次
の
四
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
倭
寇
の
襲
来
、
人
々
の
避

難
、
水
上
の
合
戦
、
勝
報
の
伝
達
と
捕
虜
の
献
上
で
あ
る
。

画
面
を
広
げ
る
と
、
広
い
海
に
遠
く
か
ら
多
く
の
船
が
押
し
寄
せ
て
き
た
の
が
見

え
る
。
船
に
は
白
生
地
に
赤
く
縁
取
ら
れ
た
旗
が
か
か
り
、
倭
寇
が
い
っ
ぱ
い
乗
っ

て
い
る
。
遠
く
の
船
は
帆
を
高
く
あ
げ
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
陸
に
向
か
っ
て
く

る
。
近
く
に
は
三
隻
の
船
が
す
で
に
帆
を
降
ろ
し
て
お
り
、
一
隻
の
船
に
い
る
二
人

の
倭
寇
は
両
手
で
櫂
を
漕
ぎ
、
上
陸
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ほ
か
の
二
隻
は
錨
を
下

ろ
し
て
停
泊
し
て
い
る
。
船
上
の
倭
寇
は
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
弓
を
拾
っ
た
り
、

刀
を
振
り
回
し
た
り
し
て
、
あ
た
か
も
待
ち
き
れ
な
い
か
の
よ
う
だ
。
一
番
先
に
あ

る
船
の
舳
先
に
倭
寇
の
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
扇
子
を

手
に
取
り
、
声
高
に
何
か
を
読
み
上
げ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
ほ
か
の
者
は
腕
を
組

ん
で
い
る
。
岸
辺
で
は
、
倭
寇
が
小
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
お
り
、
二
人
の
倭
寇
は
道

沿
い
の
岩
に
乗
り
、
一
人
の
倭
寇
の
肩
に
も
う
一
人
の
倭
寇
が
立
ち
、
長
槍
を
支
え

に
形
勢
を
眺
め
て
い
る
。
ほ
か
に
刀
を
手
に
し
た
倭
寇
た
ち
が
た
む
ろ
し
、
弓
を
引

い
て
い
る
者
も
い
て
、
忙
し
そ
う
に
前
方
の
村
に
向
か
っ
て
い
る
。

田
舎
の
道
に
沿
っ
て
、
先
に
上
陸
し
た
略
奪
者
は
す
で
に
分
捕
り
品
を
手
に
入
れ

た
様
子
で
、
倭
寇
た
ち
が
袋
や
宝
箱
を
か
つ
ぎ
、
船
に
戻
っ
て
い
っ
て
い
る
。
中
に

は
生
糸
や
シ
ル
ク
、
あ
る
い
は
骨
董
と
書
画
、
ま
た
は
薬
や
絨
毯
が
入
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い

(

�)

。
し
ゃ
が
ん
で
い
る
姿
と
重
た
そ
う
な
歩
み
か
ら
略
奪
の
残
酷
さ
が
分

か
る
。
近
く
の
村
で
は
屋
敷
が
燃
え
上
が
っ
て
い
る
。
四
人
の
倭
寇
は
各
々
刀
を
も

ち
、
何
か
を
話
し
て
い
る
よ
う
だ
。
一
人
の
倭
寇
は
弓
を
引
い
て
な
に
か
を
狙
っ
て

い
る
。
倭
寇
の
前
に
は
群
れ
て
避
難
す
る
人
々
が
い
る
。
年
寄
り
、
女
性
、
子
供
た

ち
が
残
り
の
家
財
を
背
負
っ
た
り
、
担
い
だ
り
し
て
前
方
へ
走
っ
て
い
る
。
水
路
か

ら
と
陸
路
か
ら
の
避
難
が
あ
り
、
略
奪
を
免
れ
た
二
羽
の
鶏
が
び
っ
く
り
し
て
、
鳴

き
な
が
ら
逃
げ
て
い
く
。
倭
寇
か
ら
離
れ
た
坂
で
は
、
避
難
の
人
々
は
地
面
に
座
り
、

釜
を
立
て
て
ご
飯
を
作
る
人
や
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
人
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
赤
ち
ゃ

ん
は
母
親
の
腕
の
中
で
熟
睡
し
、
幼
児
は
食
べ
物
を
ね
だ
っ
て
い
る
。
人
々
の
顔
に

恐
怖
と
疲
労
が
満
ち
て
い
る
。
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疲
労
し
た
群
れ
の
後
に
、
岩
の
間
に
旗
が
林
立
し
、
刀
と
槍
の
傍
ら
に
、
待
ち
伏

せ
の
明
軍
が
突
然
現
れ
た
。
盾
を
手
に
し
、
鎧
を
身
に
つ
け
、｢

火
照
奇
兵
右
伏｣

、

｢

設
伏
猛
烈
天
兵｣

、｢

国｣

、｢

靖｣

、｢

威
武
大
捷
天
兵｣

な
ど
の
文
字
が
書
い
て
あ

る
旗
を
持
つ
兵
が
堂
々
と
進
軍
し
て
い
る
。
水
上
で
は
、
双
方
は
す
で
に
白
兵
戦
に

な
っ
て
い
る
。
明
軍
は
装
備
が
充
足
し
、
船
首
に
火
砲

(

銃)

、｢

火
妖｣

な
ど
の
火

器
を
置
き
、
船
尾
に
は
長
槍
、
�
�(

ま
ぐ
わ)

、｢

天
蓬
�｣

な
ど
の
兵
器
を
置
い

て
あ
る
。
将
校
は
自
ら
督
戦
し
、
太
鼓
や
銅
鑼
も
た
た
か
れ
、
兵
士
た
ち
は
勇
気
凛
々

で
あ
る
。
向
か
い
側
の
倭
寇
に
は
す
で
に
敗
退
の
兆
し
が
見
え
て
お
り
、
水
中
に
落

ち
る
者
、
す
で
に
溺
れ
か
か
っ
て
い
る
者
な
ど
が
お
り
、
壊
さ
れ
た
板
、
略
奪
し
た

も
の
が
漂
っ
て
い
る
。
倭
寇
船
に
あ
る
旗
に
は

｢

日
本
弘
治
一
年｣

と
あ
る
。

手
に

｢

報｣

と
い
う
旗
を
持
ち
太
鼓
橋
に
駆
け
上
が
ろ
う
と
す
る
騎
馬
武
者
よ
り
、

画
面
は
勝
利
か
ら
の
帰
還
を
表
し
て
い
る
。
橋
の
前
方
に
も
う
一
人
の

｢

報｣

を
手

に
し
た
騎
馬
武
者
が
い
る
。｢

勝
報
が
し
き
り
に
来
る｣
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

航
路
に
は
明
軍
の
船
が
二
隻
、
う
ち
一
隻
に
あ
る
旗
に
は

｢
報
捷
第
一
荷
水
兵
団
長｣

と
あ
る
。
舳
先
に
は
倭
寇
の
首
や
縛
ら
れ
た
倭
寇
が
い
る
。
船
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人

の
将
校
が
座
っ
て
お
り
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
合
っ
て
い
る
。
陸
も
大
勝
利
の
様
子
で

あ
る
。
刀
や
戟
を
も
っ
た
兵
士
は
倭
寇
の
捕
虜
を
護
送
し
て
駐
屯
地
へ
向
か
っ
て
い

る
。
一
人
の
兵
が
長
槍
を
担
ぎ
、
片
膝
た
て
て
将
軍
に
状
況
の
報
告
を
し
て
い
る
。

出
迎
え
る
行
列
の
最
前
列
に

｢

浙
直
文
武
官
僚｣

と
い
う
旗
を
も
つ
兵
が
い
て
、
旗

手
の
両
側
に
い
る
兵
隊
が
儀
式
用
の
斧
、
瓜
を
も
っ
て
い
る
。
中
央
に
い
る
騎
馬
の

も
の
は
紗
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
紅
色
の
官
服
を
身
に
付
け
て
、
穏
や
か
な
表
情
で
い

る
。
そ
の
後
ろ
に
は
一
列
に
な
っ
た
三
人
の
旗
手
が
い
る
。
一
つ
の
旗
に
は

｢

蘇
松

水
陸
官
兵｣

と
あ
る
。
そ
の
う
し
ろ
に
は
多
く
の
騎
馬
の
官
僚
が
い
る
。
そ
の
さ
ら

に
後
ろ
に
は
刀
と
槍
を
も
っ
た
兵
士
で
、
二
つ
の
旗
に
そ
れ
ぞ
れ

｢

田
州
報
效
狼
兵

長｣

、｢

川
広
義
□
□
兵｣

と
書
か
れ
て
あ
る
。
画
面
の
一
番
奥
は
城
壁
で
、
そ
の
上

に
た
く
さ
ん
の
旗
が
は
た
め
き
、
一
つ
の
旗
に
は
鏡
文
字
で

｢

…
…
�
江
…
…
重
地｣

と
あ
る
。
壁
の
く
ぼ
み
に
兵
が
一
人
ず
つ
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
の
は
松
林
と

岩
で
、
画
面
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
巻
子
の
右
の
隅
に
陰
文
の
篆
書
の
方
形
印

鑑
が
押
さ
れ
て
あ
り
、
上
の
ほ
う
は
判
読
不
能
、
下
の
印
文
は

｢

遍
舟
五
湖｣

と
あ

り
、
所
蔵
者
の
印
鑑
か
も
知
れ
な
い
。

一
四
世
紀
の
は
じ
め
ご
ろ
、
日
本
は
南
北
朝
に
あ
た
り
、
諸
侯
が
乱
立
し
た
。
戦

に
敗
れ
た
領
主
は
、
武
士
や
商
人
や
浪
人
を
糾
合
し
て
中
国
沿
海
に
お
い
て
、
密
貿

易
や
強
奪
を
は
た
ら
き
、
倭
寇
と
称
さ
れ
た
。
明
朝
初
年
に
は
、
支
配
者
は
海
防
を

重
視
し
、｢

百
余
年
の
間
に
、
海
上
に
大
規
模
な
侵
犯
は
な
か
っ
た
。
朝
廷
は
数
年

お
き
に
大
臣
を
一
人
巡
回
に
派
遣
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
嘉
靖
の
中
ご
ろ
に
至
り
、

倭
患
は
初
め
て
現
れ
た｣

(

�)

。
国
の
腐
敗
が
進
み
、
海
防
が
弛
む
一
方
、
朝
廷
は
正
常

な
対
外
貿
易
の
需
要
を
軽
視
し
、
朝
廷
、
民
間
に
お
け
る
海
外
の
正
常
な
貿
易
関
係

を
正
し
く
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。
最
初
は
一
部
大
臣
の

｢

倭
患
は
市
舶

(

交
易)

よ

り
起
こ
る｣

と
い
う
提
案
を
受
け
、
福
建
、
浙
江
と
広
東
に
設
け
ら
れ
た
市
舶
司
を

廃
止
す
る
と
同
時
に
、
伝
統
的
な
海
禁
政
策
を
踏
襲
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
常
な

貿
易
が
阻
害
さ
れ
、
密
貿
易
が
助
長
さ
れ
た
。
日
本
本
土
に
い
る
倭
寇
と
中
国
商
人

が
結
託
し
、
略
奪
を
行
っ
た
。｢

庶
民
の
中
で
も
乱
れ
る
の
が
都
合
が
い
い
と
思
う

者
は
相
次
い
で
海
に
入
り
倭
寇
に
従
っ
た
。
兇
徒
、
逃
げ
た
囚
人
、
罷
免
さ
れ
た
官

吏
、
ず
る
い
坊
主
な
ど
…
…
志
が
得
ら
れ
な
い
も
の
、
勢
力
が
伸
び
な
い
も
の
は
み

な
倭
寇
の
た
め
に
回
し
者
に
な
り
、
案
内
を
勤
め
た｣

(『

倭
変
事
略』)

。
倭
患
は
、

ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
り
、
東
南
沿
海
地
域
に
あ
ま
ね
く
及
び
、
朝
廷
の
存
亡
も
脅
か

し
か
ね
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
世
宗
は
東
南
沿
海
に
お
け
る
軍
備
と
守
衛
の
整
頓
に
着
手
し
た
。
最
初

は
朱
�

(

	)

を
浙
江
巡
撫
に
任
命
し
、
浙


に
お
け
る
海
防
軍
務
を
統
率
さ
せ
た
。
朱
�

は
着
任
し
た
後
、
渡
船
の
制
度
を
改
め
、
保
甲
制
度
を
厳
密
に
し
た
。
倭
寇
に
通
じ

る
者
を
拿
捕
し
、
部
隊
の
整
理
と
兵
船
の
増
加
を
行
い
、
海
防
を
強
め
た

(

�)

。
朱
�
の

( ) ｢明人抗倭図巻｣ を解読する (朱)201
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取
っ
た
措
置
は
効
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
地
方
の
豪
族
に
は
不
利
益
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
た
め
、
朱
は
結
局
弾
劾
を
受
け
、
官
職
を
罷
免
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
う
え
北
京

ま
で
お
く
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
朱
�
は
憤
り
、
毒
薬
を
飲
み
自
害

し
た
。
そ
の
た
め
彼
の
行
っ
た
防
衛
の
強
化
は
中
断
さ
れ
た
。｢

浙
江
の
衛
所
は
四

十
一
、
兵
船
は
四
百
三
十
九
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
老
朽
化
し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た｣

(

�)

。

嘉
靖
三
一(

一
五
五
二)
年
四
月
、
倭
寇
は
浙
江
の
舟
山
、
象
山
な
ど
よ
り
上
陸

し
、
台
州
、
温
州
、
寧
波
と
紹
興
の
各
地
を
略
奪
し
た
。
同
年
五
月
、
倭
寇
は
黄
岩

県
城
を
陥
落
さ
せ
た
。
情
報
が
北
京
に
入
る
と
、
世
宗
と
大
臣
た
ち
は
再
び
事
態
の

深
刻
さ
を
認
識
し
た
。
給
事
中
王
国
禎
と
御
史
朱
瑞
登
は
都
御
史
制
度
の
復
活
を
提

案
し
た
。｢

吏
部
に
、
任
に
堪
え
る
者
を
推
挙
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
直
ち
に
赴
任
さ

せ
、
兵
を
督
促
し
て
賊
を
討
伐
に
当
た
ら
せ
よ｣
と

(
�)

。
世
宗
は
命
令
を
下
し
て
、
巡

撫
山
東
右
僉
都
御
史
王
�

(

�)

を
巡
視
浙
江
兼
福
興
�
泉
の
提
督
軍
務
大
臣
に
任
じ
、
ま

た
浙
江
と
直
隷
を
守
衛
す
る
参
将
を
各
一
名
増
や
し
て
、
兪
大
�
と
湯
克
寛
を
こ
れ

に
当
た
ら
せ
、
と
も
に
王
�
の
命
令
に
従
う
よ
う
命
じ
た
。
嘉
靖
三
二

(

一
五
五
三)

年
閏
三
月
、
海
賊
王
直
は
倭
寇
と
結
託
し
て
大
規
模
な
侵
犯
を
始
め
た
。｢

兵
船
は

数
百
も
つ
ら
な
り
、
海
を
覆
う
勢
い
で
来
た
。
南
は
台
、
寧
、
嘉
、
湖
及
び
蘇
松
か

ら
淮
北
に
い
た
る
沿
海
の
数
千
里
は
同
時
に
警
戒
を
報
告
し
て
き
た｣

(

	)

。｢

上
海
及
び

南
彙
、
呉
淞
、
乍
浦
、
蓁
嶋
の
諸
所
は
み
な
陥
落
し
、
蘇
、
松
、
寧
、
紹
の
衛
所
で

略
奪
さ
れ
、
あ
る
い
は
焼
き
払
わ
れ
た
も
の
は
二
十
を
超
え
た｣

(


)

。
王
�
は
軍
隊
を

督
促
し
て
こ
れ
に
応
戦
し
、
普
陀
の
大
勝
利
を
収
め
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
か
え
っ

て
倭
寇
の
警
戒
を
起
こ
さ
せ
、
倭
寇
の
活
動
を
大
規
模
行
動
か
ら
分
散
し
た
騒
擾
に

さ
せ
た
。
結
局
王
�
は
倭
寇
の
侵
犯
を
有
効
に
阻
止
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
大
同
巡

撫
に
左
遷
さ
れ
た
。
李
天
寵
が
代
わ
り
に
浙
江
巡
撫
に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
温
州
、

台
州
、
寧
波
、
紹
興
な
ど
は
倭
寇
の
突
然
の
襲
来
に
悩
ま
さ
れ
た
。

嘉
靖
三
三

(

一
五
五
四)

年
五
月
、
給
事
中
王
国
禎
、
賀
�
と
御
史
温
景
葵
の

提
案
を
受
け
入
れ
て
、
皇
帝
は
、
南
京
兵
部
尚
書
張
経

(

�)

に
都
察
院
右
副
都
御
史
の

身
分
で
、
南
直
隷
、
浙
江
、
山
東
、
両
広
、
福
建
な
ど
の
軍
務
を
統
率
す
る
よ
う
命

じ
た
。
張
経
に
は

｢

す
べ
て
の
軍
事
を
そ
の
便
宜
処
分
に
従
い
、
戦
で
命
令
を
聞
か

な
い
も
の
は
、
都
指
揮
以
下
の
武
官
と
五
品
以
下
の
文
官
は
軍
法
を
持
っ
て
処
罰
で

き
る
よ
う
許
可
す｣

(

)

る
権
限
を
与
え
た
。
張
経
は
倭
寇
に
つ
い
て
早
く
か
ら
認
識
し
、

前
に
地
方
官
の
職
責
、
軍
備
の
増
強
、
兵
士
の
人
数
な
ど
に
つ
い
て

｢

各
所
の
巡
撫

は
厳
し
く
所
属
を
督
促
し
、
兵
船
を
あ
ら
か
じ
め
集
め
る
。
兵
士
を
追
加
募
集
し
、

軍
隊
の
充
実
を
実
現
す
る
。
長
年
の
積
み
立
て
銀
を
精
算
し
、
兵
船
の
建
造
に
用
い

る｣
(

�)

こ
と
を
提
案
し
た
。
さ
ら
に
着
任
し
て
か
ら
、
六
つ
の
措
置
を
取
っ
た
。
一
、

倭
寇
に
対
応
す
る
過
去
の
行
政
を
検
査
し
、
復
活
さ
せ
る
。
二
、
海
上
戦
用
の
兵
船

を
集
め
る
。
三
、
現
地
の
兵
を
再
編
成
す
る
。
四
、
海
防
職
守
の
設
立
を
提
案
す
る
。

五
、
遊
撃
兵
を
設
置
し
て
防
護
に
用
い
る
。
六
、
賞
罰
の
条
規
を
明
言
す
る

(

�)

。
こ
れ

以
降
、
こ
れ
ま
で
受
身
的
な
単
独
作
戦
に
な
っ
て
い
た
倭
寇
に
対
す
る
闘
争
は
、

積
極
的
な
協
同
作
戦
と
な
り
、
賞
罰
も
明
確
に
行
わ
れ
、
タ
ー
ニ
ン
グ
時
期
に
入
っ

た
。そ

の
後
、
胡
宗
憲
、
兪
大
�
、
戚
継
光
な
ど
の
将
軍
の
努
力
に
よ
っ
て
、
最
終
的

に
倭
寇
を
殲
滅
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

を
見
る
と
、
こ
れ
は
明
軍
の
倭
寇
に
対
す
る
勝
利
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
と
分
か
り
や
す
い
。
し
か
し
、
絵
巻
に
は
作
者
名
も
、
題
跋
も
な
い
う

え
、
関
連
の
文
献
記
録
も
な
く
、
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
も
詳
細
で
な
い
こ
と
か
ら
、
画

面
の
内
容
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
勝
利
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
戦
の
あ
っ
た
時

間
、
場
所
、
結
末
と
、
誰
が
何
の
た
め
に
製
作
し
た
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
研
究
が

必
要
で
あ
る
。
幸
い

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

の
画
面
に
描
か
れ
た
旗
に
は
一
部
文
字
が

あ
る
。
現
在
判
読
で
き
る
も
の
は
一
七
箇
所
あ
り
、
そ
の
う
ち

｢

日
本
弘
治
一
年｣

、

｢

浙
直
文
武
官
僚｣

、｢
蘇
松
水
陸
官
兵｣

、｢

田
州
報
効
狼
兵
長｣

、｢

靖｣

な
ど
は
具
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体
的
な
時
間
や
場
所
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
直
接
的
な
情
報
を
歴
史

文
献
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
文
献
の
解
読
を
す
す
め
、
パ
ズ
ル
か
ら
完
全
な
歴
史
的

画
面
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
軍
と
倭
寇
の
合
戦
場
面
で
は
倭
寇
船
に
墨
書
き
の

｢

日
本
弘
治
一
年｣

が
あ
る

(

図
１)

。
こ
れ
は
図
巻
の
内
容
考
証
の
た
め
に
直
観
的
な
根
拠
を
提
供
し
た
。

｢

日
本
弘
治
一
年｣

は
す
な
わ
ち
明
嘉
靖
三
四
年
、
紀
元
一
五
五
五
年
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
平
民
軍
事
専
門
家
で
あ
る
�
若
曾

(

�)

は
自
ら
倭
寇
と
の
戦
い
に
参
加
し
、

倭
寇
に
抵
抗
す
る
た
め
の
作
戦
を
献
じ
、
大
量
の
関
連
史
料
を
収
集
し
、
沿
海
の
地

図
を
編
纂
し
た
う
え
、『

日
本
図
纂』

、『

籌
海
図
編』

、『

江
南
経
略』

、『

万
里
海
防

図
論』

、『

江
防
図
説』

な
ど
の
関
連
書
籍
を
書
き
上
げ
た
。『

籌
海
図
編』

に
は
次

の
表
１

｢

嘉
靖
三
十
四
年
倭
夷
入
寇
年
表｣

(

�)

の
よ
う
に
、
詳
細
に
当
時
の
倭
寇
に
よ

る
騒
擾
と
明
軍
の
反
撃
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

図
表
の
統
計
に
よ
る
と
、
倭
寇
の
侵
犯
地
域
は
福
建
の
鎮
東
衛
、
浙
江
の
温
州
・

台
州
・
寧
波
・
紹
興
・
杭
州
・
嘉
興
、
江
蘇
の
蘇
州
・
松
江
・
常
熟
・
鎮
江
・
揚
州

に
及
ん
だ
。
嘉
興
・
蘇
州
・
余
姚
県
は
度
々
騒
擾
を
受
け
、
最
も
被
害
を
受
け
た
。

馮
賢
亮
は

『

明
実
録』

の
記
載
に
よ
り
倭
寇
の
入
侵
状
況
に
基
づ
い
て
数
字
を
統
計

( ) ｢明人抗倭図巻｣ を解読する (朱)203

図１

表１ 嘉靖三十四年倭夷入寇年表

慧潮 �泉 興福 温台 寧紹 杭嘉 蘇松 常鎮 淮揚

正
月

徐海が柘林より
乍浦の衛所を攻
める｡ 海寧に侵
犯し､ 平湖県を
攻め､ 崇徳県を
陥落させた｡ す
ぐ湖州府へ行き､
帰安県と徳清県
を攻める｡

老鸛嘴にいる賊は逃げて､
柘林の賊と合流した｡ 賊は
南彙所を攻めた｡ 僉事董邦
政が川沙�の倭寇の拠点に
攻め入り､ これを大破した｡
賊は金山衛を攻めた｡ 総兵
兪大�､ 副使任環､ 孫宏軾
が浙直官兵を率いて勝敦で
賊を破った｡ 賊は崇明県に
入り､ 沙耆の民兵はこれを
大敗させた｡

二
月

賊は嘉興府を攻
めた｡

賊は青邨所を攻めた｡ 指揮
翁時奬などがこれを下した｡

三
月

賊は上海県に篭城した｡ 賊
は金山衛を攻め､ 総兵兪大
�はこれを撃破した｡ 副使
任環は野茅洪で賊を下した｡

四
月

賊は瑞安県
を侵した｡

賊は紹興府を
侵した｡ 慈渓
県を侵犯した｡
賊は余姚県を
攻めた｡

賊は乍浦所を攻
め､ ただちに嘉
興府に至った｡
総督都御史張経
と巡按御史胡宗
憲は兵を併せて
王江�で大敗さ
せ､ 斬首は三千
余に及んだ｡

賊は常熟県を攻めた｡ 副史
任環は三丈浦の賊を大破し
た｡ 賊は崇明県を攻めた｡
柘林の賊首徐海は手分けし
て蘇州､ 常熟､ 崇明を略奪
した｡

賊は無
錫県を
攻めた｡

賊は通州を
侵した｡ 賊
は海門県を
攻め､ 知事
趙卿はこれ
を撃破した｡
賊は揚州府
を侵した｡
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五
月

賊は爵谿所
を攻めた｡

賊は余姚県を
侵した｡ 賊は
三山所を攻め､
指揮劉朝恩が
これを破った｡

賊犯平湖県｡ 指
揮李希賢がこれ
を下した｡ 賊は
乍浦所を攻めた｡

賊は呉江県を侵し､ 巡按御
史周如斗がこれを破った｡
任環が陸��で賊を下し､
また三丈浦の賊を攻め､ こ
れを大敗させた｡ 賊は再び
柘林を根拠地とした｡

参将喬基な
どは呂四場
で賊を襲撃
し､ これを
大敗させた｡

六
月

賊はまた余姚
県を侵し､ 郷
兵に撃破され
た｡ 賊は観海
衛から遁走し
た｡ 都司王霈
などがこれを
追い､ 霍山洋
で下した｡ 参
将盧	は馬鞍
山新林で賊を
下し､ また勝
山亀
洋で追
撃した｡

賊は杭州府を侵
した｡ 賊は平望
から再び嘉興府
にもどり､ 嘉善
の王店を経由し､
推官劉泉復がこ
れを大敗させた｡

賊は杭州から逃げ帰り､ 呉
江の平望を出る｡ 巡按御史
胡宗憲､ 副使任環などが浙
直の官兵を合わせてこれを
追撃し大敗させた｡ 賊は松
江府を侵した｡ 賊は蘇州府
を攻めた｡ 常熟三丈浦の賊
は海上に遁走した｡ 太倉の
知州熊桴は賊を登州沙まで
追撃した｡ 副使任環､ 総兵
兪大�は賊を馬蹟山で下し
た｡

副使王
崇古が
靖江で
賊を下
した｡

七
月

知府方廉が経略を用い､ 柘
林の根拠地に毒を入れ､ 賊
の死者千余人に達した｡ 浙
江提督胡宗憲は参将盧	､
都司王沛を遣わし金山洋で
賊を下した｡ 柘林の賊は根
拠地を陶宅に変えた｡ 劇賊
五十三人が蘇州を侵し､ 提
督都御史曹邦輔がこれを平
定した｡

八
月

副史孫宏軾､
参将盧	は大
陳山で賊を攻
め､ 下した｡
賊首の林碧川
が捕らえられ､
沈南山で処刑
された｡

七�港､ 呉淞江の賊は海上
に遁走した｡ 把総揚尚英が
これを追撃し､ 下した｡ 総
督侍郎楊宜が游撃将軍曹克
新､ 副使任環を遣わし､ 川
沙の賊巣を攻め､ これを追
い払った｡ 賊は上海県を侵
した｡

九
月

賊は舟山の謝
浦を根拠地と
した｡

十
月

賊は寧海県
を侵し､ 提
督都御史胡
宗憲は山
で討ち､ 全
滅させた｡

賊は余姚県を
侵し､ 参将盧
	は梁�で賊
を下した｡

賊は海塩県を侵
し､ 知県�茂､
指揮徐行健がこ
れを平定した｡

十
一
月

賊鎮東
衛を侵
した｡
官兵は
東岳山
で下し
た｡

閏
十
一
月

賊は平陽三
港を侵し､
直平陽�に
至った｡

賊は�県を侵
し､ 官兵はこ
れを平定した｡

賊は周浦に駐屯し､ 四川僉
事焦希程が土兵を率いてこ
れを下した｡ 賊は海上に逃
げ､ 総兵兪大�､ 副使王崇
古は呉淞江口まで追撃した｡

十
二
月

副使�綸な
どが清風嶺
で南鹿山の
賊を追撃し､
これを平定
した｡
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し
た
。
洪
熙
か
ら
正
徳
年
間
ま
で
、
記
載
さ
れ
た
大
規
模
の
倭
寇
侵
入
に
関
す
る
記

録
は
一
〇
回
に
及
ば
な
い
が
、
嘉
靖
年
間
の
倭
寇
騒
擾
は
一
七
九
回
に
の
ぼ
っ
た

(

�)

。

嘉
靖
三
四
年
だ
け
で
、
倭
寇
の
騒
擾
は
三
七
を
数
え
た
。
年
初
の
正
月
か
ら
年
末
の

十
二
月
ま
で
毎
月
、
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
倭
寇
が
猛
り
狂
っ
た
さ
ま
が

う
か
が
え
る
。
表
１
を
見
る
と
、
こ
の
年
か
ら
明
軍
が
積
極
的
に
倭
寇
と
戦
い
始
め
、

局
部
的
な
勝
利
を
収
め
た
。

絵
巻
の
最
後
部
分
に
、
凱
旋
し
て
帰
還
し
て
き
た
部
隊
を
迎
え
る
行
列
に
、
二
つ

の
旗
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

｢
浙
直
文
武
官
僚｣

と

｢

蘇
松
水
陸
官
兵｣

と
書
い

て
あ
る
。
こ
れ
は
戦
の
場
所
の
判
定
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

｢

浙｣

は
浙
江
を
指
し
、
明
代
の
行
政
省
で
あ
る
。
こ
の
沿
海
府
は
温
州
府
、
台

州
府
、
寧
波
府
、
紹
興
府
、
杭
州
府
、
嘉
興
府
で
あ
る
。

｢

直｣

は
直
隷
を
指
し
、
今
の
江
蘇
省
で
あ
る
。
明
永
楽
年
間
に
成
祖
朱
棣
が
南

京
か
ら
北
京
へ
遷
都
し
、
南
京
は
陪
都
と
な
り
、
南
方
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
文

化
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
沿
海
府
に
は
松
江
府
、
蘇
州
府
、
常
州
府
、
鎮
江
府
、

揚
州
府
と
淮
安
府
が
あ
る
。

｢

蘇｣

は
蘇
州
府
を
指
し
、
七
県
を
管
轄
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
長
州
、
呉
江
、
崑
山
、

常
熟
、
嘉
定
、
太
倉
、
崇
明
で
あ
る
。

｢

松｣

は
松
江
府
を
指
し
、
華
亭
、
上
海
と
青
浦
の
三
県
を
管
轄
す
る
。

明
代
の
浙
直
兵
防
の
官
制
で
は
、
倭
寇
に
対
す
る
闘
争
の
必
要
か
ら
、
主
要
な
責

任
者
は
総
督
で
、
浙
、
直
、
福
の
軍
務
を
総
括
し
、
巡
撫
浙
江
都
御
史
を
兼
ね
、

浙
江
に
駐
在
し
た
。
最
初
の
総
督
は
朱
�
で
、
次
は
王
�
で
あ
っ
た
。
嘉
靖
三
三

(

一
五
五
四)

年
に
、
総
督
は
巡
撫
と
別
々
に
設
置
さ
れ
、
張
経
は
都
察
院
右
副
都

御
史
の
身
分
で
南
直
隷
、
浙
江
、
山
東
、
両
広
、
福
建
な
ど
の
軍
務
総
督
と
な
っ
た
。

李
天
寵
は
浙
江
巡
撫
に
任
命
さ
れ
た
。
同
時
に
、
胡
宗
憲
を
浙
江
巡
按
監
察
御
史
に

し
て
、
監
察
と
功
績
の
記
録
を
担
当
さ
せ
た
。
三
四
年
に
、
特
別
の
勅
旨
に
よ
り
、

趙
文
華
を
督
査
直
浙
軍
務
侍
郎
に
登
用
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
食
糧
な
ど
を
担
当
す

る
巡
視
海
道
副
使
と
、
各
府
の
守
備
を
担
当
す
る
兵
備
副
使
、
参
将
と
把
総
も
あ
っ

た
。
そ
れ
で
、｢

日
本
弘
治
一
年｣

に
お
け
る

｢

浙
直
文
武
官
僚｣

と
は
、
上
記
の

者
た
ち
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
兵
制
の
規
定
に
よ
り
、
総
督
、
巡
撫
は
浙
江
に
駐
在
し

た
か
ら
、
戦
の
あ
っ
た
場
所
は
浙
江
で
あ
る
と
推
定
し
た
い
。
江
蘇
、
浙
江
は
自
然

に
恵
ま
れ
、
物
産
も
豊
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蘇
州
、
杭
州
、
嘉
興
な
ど
の
地
域
は

倭
寇
の
主
な
侵
犯
先
に
な
っ
て
い
た
。

直
隷
兵
防
の
官
制
で
は
、
蘇
・
松
府
の
守
備
の
た
め
に
参
将
を
設
け
、
主
に
該
当

府
の
軍
務
を
担
当
し
た
。
出
迎
え
の
行
列
に

｢

蘇
松
水
陸
官
兵｣

と
み
え
る
の
は
こ

れ
ら
の
官
軍
で
は
な
く
、
蘇
松
海
防
同
知
が
率
い
た
軍
隊
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
官
職
は
、
張
経
が
着
任
し
て
か
ら
海
上
用
の
兵
船
を
集
め
る
こ
と
、
ま
た
海
防

担
当
の
職
を
設
け
る
こ
と
を
上
奏
し
、
世
宗
が
設
置
を
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。
設

置
の
背
景
に
は
、
当
時
倭
寇
の
襲
来
に
際
し
て
は
、
船
は
必
ず
海
か
ら
来
る
、
そ
れ

も
必
ず
浙
東
よ
り
来
る
の
に
、
明
軍
の
兵
船
は
数
も
か
ぎ
ら
れ
、
兵
力
も
欠
乏
し
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。｢

呉
淞
江
口
と
黄
浦
の
あ
た
り
は
す
べ
て
海
に
通

ず
る
要
路
で
あ
り
、
兵
船
が
既
に
置
か
れ
た
が
、
統
率
す
る
人
が
な
い
。
蘇
、
松
に

海
防
同
知
一
人
を
増
設
す
る
を
請
う｣

(

�)

。
張
経
は

｢

浙
の
東
と
西
、
江
の
南
と
北
の

把
総
が
所
轄
す
る
兵
船
を
一
つ
に
合
わ
せ
て
、
把
総
は
そ
れ
ぞ
れ
半
分
の
兵
力
を
遊

兵
に
し
、
半
分
を
守
兵
に
す
る｣

(

�)

、
倭
寇
が
守
備
地
域
に
侵
犯
し
て
き
た
場
合
は
全

力
で
こ
れ
と
戦
う
べ
き
で
、
他
所
を
侵
犯
し
た
場
合
は
守
兵
を
守
備
に
残
し
て
、
遊

兵
を
追
撃
に
使
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
江
・
浙
の
兵
が
互
い
に
協
調
し
、

呼
応
し
合
う
こ
と
と
な
り
、
兵
力
の
集
中
と
指
揮
の
円
滑
化
が
は
か
ら
れ
、
江
浙
の

沿
海
に
よ
る
共
同
防
御
が
実
現
し
た
。

絵
巻
に
は
ほ
か
に
も
二
つ
の
旗
が
あ
る
。｢

靖｣

と

｢

田
州
報
效
狼
兵
長｣

(

図
２)

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
地
域
の
兵
隊

(

客
兵
と
い
う)

が
参
戦
し
て
い
る
こ

と
を
表
し
て
い
る
。
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こ
の
う
ち
、｢

靖｣

は

｢

保
靖
兵｣

を
指
す
。
明
初
に
保
靖
宣
慰
司
を
設
け
、
湖

広
都
指
揮
使
司
に
所
属
さ
れ
、
毎
年
表
を
奉
し
、
朝
貢
し
た
。
嘉
靖
三
三
年
の
冬
、

朝
廷
は

｢

倭
寇
を
協
同
で
殲
滅
す
る｣

た
め
に
、
永
順
と
、
保
靖
の
兵
を
徴
発
し
た

(

�)

。

三
四
年
に
は
、
永
順
宣
慰
で
あ
る
彭
翼
南
と
支
仕
宣
慰
の
彭
明
輔
が
兵
五
〇
〇
〇
人
、

保
靖
宣
慰
の
彭
�
臣
が
兵
三
〇
〇
〇
人
を
率
い
て
浙
江
に
入
り
、
抗
倭
に
参
加
し
た
。

『

明
史』

｢

保
靖
州
軍
民
宣
慰
使
司｣

の
記
載
に
よ
る
と
、
保
靖
兵
は
石
塘
湾
で
倭
と

遭
遇
し
、
大
戦
の
結
果
こ
れ
を
下
し
た
。
賊
は
北
の
平
望
へ
逃
げ
て
、
諸
軍
が
こ
れ

を
王
江
�
に
追
撃
し
、
こ
れ
を
大
破
し
た｣

(

�)

。
こ
の

｢

王
江
�
に
追
撃
し
、
こ
れ
を

大
破
し
た｣

と
い
う
の
は
、｢(

張)

経
が
参
将
盧
�
を
保
靖
兵
の
督
促
に
、(

兪)

大
猷
を
永
順
兵
の
督
促
に
遣
わ
し
、
�
湖
か
ら
平
望
へ
赴
き
、(

湯)
克
寛
に
水
師

を
引
率
さ
せ
て
中
路
か
ら
追
撃
し
、
王
江
�
で
合
戦
し
た｣

事
を
指
す
。
戦
の
あ
と
、

彭
�
臣
は
昭
毅
将
軍
に
封
じ
ら
れ
た

(

�)

。
画
面
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
保
靖
兵
と

｢

威
武

大
捷
天
兵｣

の
正
規
軍
が
共
に
倭
寇
を
追
撃
し
、
敵
の
逃
げ
道
を
封
じ
た
の
も
歴
史

上
の
記
述
に
合
致
し
て
い
る
。

田
州
は
現
在
広
西
に
あ
る
。
明
代
に
田
州
府
を
設
置
さ
れ
、
毎
年
使
節
を
派
遣
し

て
表
を
奉
し
、
馬
と
地
方
の
特
産
を
朝
貢
し
た

(

	)

。
現
地
の
狼
兵
は
勇
猛
で
戦
い
に
長

け
、
少
な
い
兵
力
で
多
く
の
兵
を
負
か
す
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
中
で
も
田
州
の
岑

氏
兵
が
更
な
る
名
声
を
有
す
る
。
張
経
は
両
広
の
軍
務
を
総
督
し
た
こ
と
が
あ
り
、

狼
兵
を
抗
倭
の
闘
争
に
徴
発
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
嘉
靖
三
四
年
四
月
、
田
州
土

官
の
首
領
で
あ
る
岑
猛
の
妻
で
瓦
氏
夫
人
な
る
者
は
、
自
ら
そ
の
孫
の
岑
大
寿
、
岑

大
禄
と
頭
目
の
鐘
南
、
黄
仁
を
統
率
し
、
兵
四
一
〇
〇
名
、
軍
馬
四
五
〇
頭
を
、
帰

順
州
の
頭
目
黄
虎
仁
な
ど
は
等
兵
八
六
三
名
、
南
丹
州
頭
目
莫
昆
、
英
従
舜
な
ど
は

兵
五
五
〇
名
、
那
地
州
頭
目
羅
堂
な
ど
は
兵
五
九
〇
名
、
東
蘭
州
頭
目
岑
褐
な
ど
は

兵
七
五
〇
名
、
合
わ
せ
て
六
八
七
二
人
を
率
い
て
出
征
し
て
き
た
。
蘇
州
で
は
、
総

督
張
経
か
ら
総
兵
兪
大


の
指
揮
に
従
う
よ
う
命
じ
ら
れ
、
金
山
衛
、
漕
�
鎮
、
王

江
�
で
の
戦
に
参
加
し
た
。
賊
を
多
数
殺
し
た
こ
と
か
ら
瓦
氏
及
び
そ
の
孫
で
あ
る

岑
大
寿
、
大
禄
は
皇
帝
か
ら
銀
貨
を
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
、
そ
の
他
は
軍
門
よ
り

奨
励
を
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
張
経
が
陥
れ
ら
れ
て
死
去
し
て
か
ら
、

狼
兵
と
湖
広
の
土
兵
は
管
轄
者
が
な
く
、
給
料
も
ピ
ン
は
ね
さ
れ
た
こ
と
か
ら
強
奪

を
始
め
た
。｢

十
一
月
、
狼
・
土
諸
兵
の
徴
発
を
止
め
た｣

(

�)

。
瓦
氏
夫
人
は
狼
兵
を
率

い
て
田
州
に
引
き
あ
げ
、
そ
の
後
ま
も
な
く
病
死
し
た
。

画
面
に
あ
る
確
実
な
文
字
を
考
え
る
と
、
文
字
の
間
に
は
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
。
時
間
、
場
所
、
参
戦
し
た
部
隊
と
い
う
面
で
は
同
じ
戦
闘
―
王
江
�

の
戦
い
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
保
靖
兵
と
田
州
兵
は
客
兵
と
し
て
徴
発
さ
れ

て
倭
寇
と
の
戦
闘
に
参
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
嘉
靖
期
の
抗
倭
の
特
定
時
期

に
用
い
ら
れ
る
軍
事
政
策
で
、
朝
廷
が
当
時
衛
所
の
兵
力
不
足
を
補
う
た
め
に
と
っ

た
応
急
策
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
画
面
に

｢

田
州｣

、｢

靖｣

な
ど
客
兵
を
代
表
す
る

文
字
が
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
田
州
兵
が
倭
寇
と
戦
い
に
参
加
し
た
の
は
嘉
靖
三

四
年
の
半
年
し
か
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
、｢

田
州｣

は
時
間
を
明
確
に
定
め

て
い
る
。
画
家
が

｢

田
州
報
效
狼
兵
長｣

と
書
い
た
の
は
、
明
ら
か
に
日
本
弘
治
一

年｣
と
互
い
に
証
明
し
あ
っ
て
、
戦
の
時
間
は
嘉
靖
三
四
年
で
あ
る
と
い
お
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
画
面
に
現
れ
る
明
軍
の
作
戦
方
式
と
戦
術
、
献
上
さ
れ
る

捕
虜
の
人
数
の
多
い
こ
と
か
ら
も
、
描
か
れ
た
の
は

｢

王
江
�
の
大
勝
利｣

で
あ
る

と
確
認
で
き
る
。
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王
江
�
は
嘉
興
よ
り
北
一
三.
五
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
水
路
は
北
へ
蘇

州
、
松
江
、
常
州
に
通
じ
、
南
へ
は
杭
州
、
寧
波
、
金
山
、
紹
興
、
温
州
に
至
る
。

蘇
州
・
杭
州
地
域
の
有
名
な
シ
ル
ク
の
産
地
で
あ
る
。

嘉
靖
三
三
年
、
徐
海
は
和
泉
、
薩
摩
、
肥
前
、
肥
後
、
津
州
、
対
馬
な
ど
の
倭
寇

を
率
い
て
、
柘
林

(
江
蘇
松
江
県
の
南
東)

に
集
ま
り
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
四

方
を
略
奪
し
た
。
三
四
年
正
月
に
、
倭
寇
は
平
湖
、
湖
州
を
侵
し
、
乍
浦
、
帰
安
を

攻
め
、
崇
�
を
陥
落
さ
せ
た
。
二
月
に
、
金
山
、
嘉
興
を
攻
め
た
。
四
月
に
、
倭
寇

は
手
分
け
し
て
蘇
州
、
常
熟
、
崇
明
、
湖
州
と
嘉
興
を
略
奪
し
た
。
崇
明
、
江
北
を

攻
め
た
倭
寇
は
太
倉
知
府
熊
桴
か
ら
追
撃
さ
れ
、
登
州
沙
で
全
滅
し
た
。
常
熟
、
無

錫
を
攻
め
た
倭
寇
は
三
丈
浦
に
駐
屯
し
た

(
)

。

五
月
に
、
柘
林
に
い
る
倭
寇
四
〇
〇
〇
余
人
は
突
然
嘉
興
を
襲
っ
た
。
総
督
は
こ

れ
に
対
し
て
反
撃
を
緻
密
に
計
画
し
た
。
最
後
の
布
石
で
あ
る
、
湖
広
永
順
、
保
靖

の
土
司
兵
が
所
定
の
場
所
に
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
、
先
に
参
将
盧
�
に
狼
兵
、
土

兵
を
督
促
し
て
水
陸
か
ら
襲
撃
し
、
保
靖
宣
慰
使
彭
�
臣
が
率
い
る
保
靖
兵
は
倭
寇

と
石
塘
湾
で
遭
遇
し
、
苦
戦
の
す
え
、
敗
れ
た
倭
寇
は
北
の
平
望
へ
逃
亡
し
よ
う
と

し
た
。
さ
ら
に
ま
た
副
総
兵
兪
大


が
率
い
る
永
順
宣
慰
司
彭
翼
南
徳
の
永
順
兵
か

ら
の
狙
撃
を
受
け
た
。
倭
寇
は
や
む
な
く
王
江
�
に
逃
げ
た
。
張
経
は
再
び
兪
大



に
永
順
兵
を
以
っ
て
そ
の
先
を
遮
断
し
、
盧
�
に
保
靖
兵
を
率
い
て
後
か
ら
追
撃
を

す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
湯
克
寛
が
さ
ら
に
水
師
を
率
い
て
中
路
か
ら
戦
い
に
参
加
し

た
。
こ
の
戦
い
で
、
明
軍
は
水
軍
、
陸
軍
の
協
同
作
戦
で
勝
利
を
得
、｢

捕
虜
と
斬

首
さ
れ
た
も
の
は
合
せ
て
一
千
九
百
八
十
人
を
超
え
、
溺
死
し
た
者
と
逃
げ
て
死
ん

だ
者
は
甚
だ
多
い｣

(

�)

。
残
る
数
百
人
の
倭
寇
た
ち
は
柘
林
に
逃
げ
帰
っ
た
。｢

倭
患
が

あ
っ
て
以
来
、
東
南
で
の
戦
闘
は
勝
利
を
得
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
第
一
の

功
績
で
あ
る｣
(

�)

と
い
わ
れ
て
、
明
軍
の
志
気
を
大
い
に
高
め
た
。

絵
巻
の
始
ま
る
と
こ
ろ
に
、
海
上
か
ら
襲
来
し
て
く
る
倭
寇
船
に
あ
る
旗
に
う
す

い
墨
の
あ
と
が
残
っ
て
い
た
。
巻
子
が
装
工
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
文
字
は
判
読

で
き
な
い
。
日
本
側
の
赤
外
線
撮
影
の
結
果
、
う
っ
す
ら
と

｢

日
本
弘
治
三
年｣

と
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表２ 嘉靖三十六年倭夷入寇年表

惠潮 �泉 興福 温台 寧紹 杭嘉 蘇松 常鎮 淮揚

三
月

賊は福州府を
侵した｡

四
月

賊は定海関を侵
した｡

賊は営前沙を侵
し､ 同知熊�は
これを撃退した｡

賊は海門県を攻めた｡

五
月

賊は揚州府を侵し､
山東兵はこれを下し
た｡ 参将盧�は湾頭
で下し､ 賊は宝応県
に入った｡

六
月

副使于徳昌は泗州の
賊を大敗させた｡ 千
戸汪時中は揚子湾頭
で賊を下し､ 廟湾ま
で追撃し､ これを平
定した｡

十
月

賊は連江県に
攻め入り､ 官
軍によって追
い払われた｡

十
一
月

総督侍郎胡宗憲
は賊首王直を定
海関におびき寄
せて､ 捕まえた｡
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現
れ
た
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
嘉
靖
三
六
年
で
、
紀
元
一
五
五
七
年
に
当
た
る
。

一
つ
の
絵
巻
に
異
な
る
二
つ
の
時
間
が
現
れ
た
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず

嘉
靖
三
六
年
に
お
け
る
倭
寇
の
侵
入
と
抗
倭
の
状
況
を
見
て
お
こ
う
。

表
２

｢

嘉
靖
三
十
六
年
倭
夷
入
寇
年
表｣

(

�)

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
嘉
靖
三
六
年
に

な
る
と
、
明
軍
の
防
衛
増
強
で
倭
寇
の
侵
犯
回
数
は
大
い
に
減
り
、
六
回
だ
け
で
あ
っ

た
。
侵
害
地
域
も
縮
ま
り
、
杭
州
・
嘉
興
地
区
は
す
で
に
平
和
が
回
復
し
、
蘇
州
・

松
江
地
区
に
も
局
地
的
な
騒
擾
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
騒
擾
先
は
福
建
と

江
蘇
の
淮
揚
地
域
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
著
名
な
事
件
は
一
一
月
に
起
き
た
、
総
督

侍
郎
胡
宗
憲
が
倭
寇
の
首
領
王
直
を
定
海
関
に
お
び
き
寄
せ
て
捕
ら
え
た
事
件
で
あ
っ

た
。

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

は
連
続
漫
画
の
形
式
で
、
異
な
る
画
面
か
ら
な
っ
て
い
る
。

画
面
の
描
く
地
域
が
広
く
、
内
容
も
豊
富
で
あ
り
、
時
間
的
な
連
続
性
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
画
面
に
二
つ
の
異
な
る
時
間
が
現
れ
た
。
推
測
と
し
て
は
二
つ
の
可
能

性
が
あ
ろ
う
。
一
は
戦
の
時
間
と
作
成
時
間
を
あ
ら
わ
す
。
二
は
倭
患
の
継
続
時
間

が
長
い
こ
と
と
侵
害
の
ひ
ど
さ
を
表
す
。
筆
者
は
第
一
を
取
り
た
い
。｢

日
本
弘
治

一
年｣

は
描
か
れ
た
事
件
の
発
生
時
間
で
、
こ
れ
は
画
面
の
内
容
に
も
合
致
し
て
い

る
。｢

日
本
弘
治
三
年｣

は
作
者
の
作
成
時
間
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
作
者
は
フ
ラ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
方
式
で
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
昔
の
こ
と
を
語
る
よ
う
に
、｢
日
本
弘

治
三
年｣

か
ら

｢

日
本
弘
治
一
年｣

に
起
き
た
王
江
�
の
戦
い
を
の
べ
よ
う
と
し
た
。

作
者
が
こ
の
図
を
作
成
し
た
と
き
、
社
会
の
暗
黒
と
、
官
僚
の
相
互
闘
争
な
ど
、
あ

る
種
の
政
治
的
な
要
素
か
ら
、
含
蓄
の
あ
る
表
現
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
中
国
の
年
号
を
使
わ
ず
、
日
本
の
年
号
を
使
う
こ
と
か
ら
も
証
明
で
き
る
。

｢

日
本
弘
治
三
年｣

と
い
う
発
見
は
絵
巻
の
研
究
自
身
に
有
効
で
あ
る
う
え
、
さ
ら

に
、
絵
画
を
研
究
す
る
に
は
多
く
の
科
学
技
術
を
用
い
て
多
方
面
か
ら
研
究
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

一
通
り
解
説
を
す
る
と
、
疑
問
を
禁
じ
え
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
苦
心
し
て

作
成
し
た
絵
巻
に
な
ぜ
署
名
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ほ
ど
大
勝
利
を
称
え
て
い

る
の
に
、
誰
の
た
め
に
作
成
し
た
か
を
な
ぜ
記
さ
な
か
っ
た
の
か
。
あ
き
ら
か
に
、

こ
の
絵
巻
の
背
後
に
は
人
知
れ
な
い
事
情
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

王
江
�
の
闘
い
は
本
来
称
え
ら
れ
る
べ
き
戦
役
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
主
な
参
加

者
は
そ
の
後
数
年
間
に
人
生
の
激
変
を
迎
え
た
。
指
揮
者
で
あ
っ
た
総
督
張
経
は
厳

嵩
一
派
の
趙
文
華
に
迎
合
し
な
か
っ
た
た
め
、
戦
の
前
に

｢

軍
人
の
給
料
を
浪
費
し
、

民
に
災
い
を
も
た
ら
し
、
賊
を
恐
れ
て
戦
機
を
失
っ
た｣

(

�)

と
弾
劾
を
受
け
、
戦
の
あ

と
で
厳
嵩
に

｢

経
は
文
華
、
宗
憲
が
合
同
で
殲
滅
し
た
功
績
を
全
部
自
分
の
も
の
で

あ
る
と
騙
し
た｣

(

�)

と
弾
劾
さ
れ
た
。
世
宗
は
こ
れ
ら
の
讒
言
を
聞
き
入
れ
、
張
経
を

逮
捕
し
て
入
獄
し
、
五
ヶ
月
後
に
斬
首
し
た
。
後
世
の
詩
に

｢

君
不
見
王
江
�
頭
張

尚
書
、
凱
歌
声
里
徴
囚
車

(

君
は
見
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
王
江
�
で
戦
っ
た
張
尚
書

は
凱
歌
が
聞
こ
え
る
中
で
囚
人
用
の
車
に
入
れ
ら
れ
た
の
よ)｣

と
い
う
の
は
張
経

の
不
遇
を
嘆
い
た
も
の
で
あ
る

(

�)

。

浙
江
巡
撫
李
天
寵
は
人
と
な
り
が
廉
直
な
も
の
で
あ
っ
た
。
趙
文
華
が
、
彼
は

｢

酒
を
た
し
な
み
、
事
を
だ
め
に
し
た｣

(

�)

と
誹
謗
し
た
た
め
、
世
宗
は
、
彼
に
か
え

て
胡
宗
憲
を
そ
の
職
に
任
じ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
御
史
叶
恩
が
、
李
天
寵
は
倭
寇

を
解
き
放
っ
た
と
弾
劾
し
た
。
世
宗
は
讒
言
を
取
り
入
れ
、
李
天
寵
を
逮
捕
し
て
入

獄
し
、
張
経
と
同
じ
日
に
処
刑
し
た
。

兪
大
�
、
盧
	
、
湯
克
寛
は
抗
倭
の
名
将
で
あ
る
。
数
次
に
わ
た
り
倭
寇
と
交
戦

し
、
浙
江
の
倭
寇
の
平
定
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
功
績
を
残
し
た
。
王
江
�
の
戦
い
で

は
、
兪
大
�
は
蘇
松
副
総
兵
で
、
永
順
兵
を
率
い
て
倭
寇
の
行
く
手
を
遮
断
し
た
。

盧
	
は
参
将
と
し
て
、
保
靖
兵
を
率
い
て
後
ろ
か
ら
倭
寇
を
追
撃
し
た
。
湯
克
寛
は

提
督
海
防
諸
軍
と
し
て
、
水
路
か
ら
攻
撃
を
指
揮
し
た
。
こ
の
三
人
は
王
江
�
の
戦

い
の
重
要
な
参
加
者
で
あ
り
な
が
ら
、
企
画
者
で
は
な
か
っ
た
。
作
者
は
戦
い
全
体

を
描
き
出
そ
う
と
し
、
戦
術
の
決
定
者
と
戦
略
的
な
指
揮
者
を
宣
伝
し
よ
う
と
し
た
。
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胡
宗
憲
は
趙
文
華
、
厳
嵩
親
子
と
付
き
合
い
が
あ
る
。
初
め
は
浙
江
巡
按
監
察
使

で
あ
っ
た
が
、
王
江
�
の
戦
い
の
後
、
左
僉
都
御
史
に
抜
擢
さ
れ
た
。
後
に
総
督
浙

直
福
建
軍
務
に
な
っ
た
。
三
五
年
に
徐
海
が
率
い
る
倭
寇
を
お
び
き
寄
せ
て
降
伏
さ

せ
、
の
ち
に
殲
滅
し
た
。
三
九
年

(

一
五
六
〇
年)

に
、
海
賊
王
直
を
平
定
し
た
功

績
で
太
子
太
保
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
四
一
年

(

一
五
六
二
年)

に
、
南
京
給
事

陸
鳳
儀
に
よ
っ
て

｢

厳
党｣
と
弾
劾
さ
れ
て
入
獄
し
、
五
四
年
に
獄
中
で
病
死
し
た
。

『

明
史』

は
列
伝

｢

胡
宗
憲
伝｣
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。｢

経
の
王
江
�
で
の

勝
利
に
憲
宗

(

胡
宗
憲)

は
寄
与
し
た｣

(


)

。
こ
れ
は
胡
氏
が
こ
の
戦
い
で
手
柄
を
立
て
た
が
指
揮

者
で
は
な
い
と
明
言
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

趙
文
華
は
嘉
靖
朝
の
工
部
侍
郎
で
厳
嵩
の
一
派
で
あ
る
。｢

海
神
を
ま
つ
る｣

こ

と
で
倭
寇
に
対
抗
す
る
と
い
っ
て
、
世
宗
に
浙
江
へ
派
遣
さ
れ
た
。
王
江
�
の
戦
い

で
は
、
自
分
と
胡
宗
憲
が

｢

毒
酒
を
船
に
載
せ
て
偽
っ
て
捨
て
た
、
賊
は
こ
の
酒
を

飲
み
、
毒
に
中
っ
た｣

(

�)

こ
と
を
強
調
し
、
一
番
の
手
柄
を
自
分
と
胡
宗
憲
に
帰
し
た
。

こ
の
よ
う
な
手
柄
は
画
面
で
も
表
現
し
や
す
い
。
胡
宗
憲
と
趙
文
華
の
人
と
な
り
か

ら
す
れ
ば
、
自
分
の
た
め
に
描
く
な
ら
、
こ
の
手
柄
を
表
現
し
な
い
こ
と
は
な
い
と

思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
絵
巻
は
彼
ら
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
見

て
い
る
。

個
人
的
な
観
点
と
し
て
は
、
こ
の
絵
巻
は
張
経
の
た
め
に
か
か
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
張
経
の
部
下
あ
る
い
は
家
族
が
そ
の
死
後
、
彼
を
偲
ぶ
た
め
に
書
か
せ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
古
代
の
絵
画
に
は
最
初
画
家
の
署
名
は
な
か
っ
た
。
宋
代
に

な
っ
て
か
ら
自
分
の
名
前
を
岩
や
樹
木
に
隠
す
画
家
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
絵
巻
の

作
者
は
時
勢
に
制
限
さ
れ
、
公
に
張
経
の
無
実
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。

そ
れ
で
、
自
分
を
保
護
す
る
た
め
に
、
落
款
を
隠
す
や
り
方
で
、
旗
に
書
き
込
み
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
い
の
時
間
と
場
所
を
暗
喩
し
た
。
画
面
に
日
本
の
元
号
が
用

い
ら
れ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

二
、｢

倭
寇
図
巻｣

｢

倭
寇
図
巻｣

、
材
質
は
絹
、
彩
色
に
よ
る
絵
画
で
、
縦
は
三
一.
〇
㎝
、
横
は

五
七
二.
七
㎝
。
日
本
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
蔵
品
番
号：

Ｓ
〇
〇
八
〇
―

二
。
文
求
堂
書
肆
に
よ
り
中
国
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
題
箋
は

｢

明
仇
十
洲

台
湾
奏
凱
図｣

。

｢

倭
寇
図
巻｣

の
画
面
も
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
倭
寇
の
襲
来
、
民
衆
の
避
難
、

海
上
の
合
戦
と
明
朝
の
援
軍
、
で
あ
る
。

海
上
よ
り
遠
く
か
ら
倭
寇
を
大
勢
載
せ
て
い
る
五
隻
の
船
が
向
か
っ
て
き
て
い
る
。

遠
く
の
船
で
、
一
人
の
倭
寇
は
弓
を
引
い
て
、
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
あ
る
。
懸
か
っ

て
い
る
旗
に
は

｢

日
本
弘
治
四
年｣

と
あ
る
。
近
く
の
二
隻
の
船
は
す
で
に
錨
を
下

ろ
し
停
泊
し
て
い
る
。
ま
た
飛
び
降
り
た
倭
寇
も
い
る
。
道
で
は
、
倭
寇
は
隊
を
な

し
て
歩
き
、
話
し
合
っ
た
り
、
弓
に
矢
を
つ
が
え
た
り
し
て
い
る
。
岩
に
二
人
の
倭

寇
が
の
ぼ
り
、
一
人
の
倭
寇
の
肩
に
も
う
一
人
の
倭
寇
が
立
ち
、
長
槍
を
支
え
に
形

勢
を
眺
め
て
い
る
。

田
舎
道
で
は
最
初
の
略
奪
者
は
も
う
戦
利
品
を
手
に
帰
り
道
に
つ
い
て
い
る
。
屋

敷
は
燃
え
上
が
っ
て
い
る
。
一
人
の
倭
寇
は
刀
を
振
り
回
し
て
人
を
脅
か
し
、
も
う

一
人
は
落
と
し
た
風
呂
敷
包
み
の
よ
う
な
も
の
を
拾
っ
て
い
る
。
そ
の
先
は
避
難
し

て
い
く
人
た
ち
で
あ
る
。
川
向
こ
う
の
坂
に
は
避
難
民
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
地
面

に
座
っ
て
い
る
人
も
、
立
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
釜
を
立
て
て
食
事
を

作
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
山
の
後
ろ
に
は
避
難
者
を
載
せ
る
小
船
が
あ
る
。

海
上
に
は
二
隻
の
明
軍
の
船
と
二
隻
の
倭
寇
船
が
あ
る
。
明
軍
の
も
の
は
画
面
の

左
側
に
あ
り
、
倭
寇
船
は
右
側
に
あ
る
。
明
軍
は
全
力
で
侵
攻
し
、
ど
ら
を
た
た
い

て
志
気
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
弓
に
矢
を
つ
が
え
て
い
る
兵
も
い
る
ほ
か
、
長

い
槍
で
倭
寇
を
刺
し
て
水
中
に
落
と
し
て
い
る
兵
も
い
る
。
船
に
か
か
る
旗
に
は

｢

大
明
神
捷
海
防
天
兵｣
、｢
第
二
哨｣

、｢

護
国
救
民｣

と
書
か
れ
て
あ
る
。
後
部
の

( ) ｢明人抗倭図巻｣ を解読する (朱)209
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橋
の
下
か
ら
加
勢
の
た
め
に
一
隻
の
兵
船
が
駆
け
つ
け
て
い
る
。
倭
寇
の
ほ
う
は
圧

倒
さ
れ
て
い
る
様
子
で
、
水
中
に
落
ち
て
這
い
上
が
ろ
う
と
す
る
者
、
す
で
に
溺
れ

か
か
っ
て
い
る
者
が
い
る
。
橋
の
傍
ら
に
、｢

報
捷｣

の
旗
を
持
つ
騎
馬
武
者
が
走
っ

て
い
る
。

明
軍
の
行
列
が
武
装
し
て
城
か
ら
出
て
き
て
い
る
。
一
番
先
を
歩
い
て
い
る
者
は

片
手
に
そ
れ
ぞ
れ
剣
と
盾
を
持
っ
た
兵
士
で
あ
り
、
後
ろ
に
続
く
の
は
長
槍
、
刀
、

真
が
ま
、
三
角
の
旗
な
ど
を
も
つ
兵
士
で
あ
る
。
さ
ら
に
鎧
を
着
け
た
将
校
に
囲
ま

れ
た
赤
い
裳
の
主
将
が
馬
に
の
っ
て
行
進
し
て
い
る
。
行
列
の
後
ろ
に
も
旗
が
揺
ら

め
き
、
部
隊
は
城
か
ら
続
け
て
出
て
い
る
。
城
門
に
は

｢

海
防
新
城｣

と
書
か
れ
て

あ
る
。

｢

倭
寇
図
巻｣

の
元
の
題
箋
は

｢

明
仇
十
洲
台
湾
奏
凱
図｣

で
あ
り
、
細
密
に
描

か
れ
た
青
緑
の
カ
ラ
ー
絵
で
あ
る
。｢

仇
十
洲｣

は
即
ち
仇
英
で
、
字
は
実
父
、
号

は
十
洲
で
あ
る
。
明
代
の
著
名
な
書
家
と
画
家
で
、
江
蘇
太
倉
の
人
で
、
後
に
蘇
州

に
転
居
し
た
。
沈
周
・
文
徴
明
と
唐
寅
と
並
ん
で

｢

呉
門
四
家｣
と
称
さ
れ
た
。
明

弘
治
か
ら
嘉
靖
年
間
ま
で
の
人
で
、
書
画
に
関
連
す
る
著
作
は
大
体
彼
の
卒
年
を
嘉

靖
三
一
年

(

一
五
五
二
年)

と
し
て
い
る

(

�)

。
人
物
、
山
水
、
楼
閣
を
書
く
名
手
で
あ

り
、
臨
模
を
特
に
得
意
と
し
た
。
書
き
方
は
趙
伯
駒
と
南
宋
院
体
を
継
承
し
た
。
伝

世
の
青
緑
山
水

｢

桃
源
仙
境
図
軸｣

と

｢

倭
寇
図
巻｣

と
を
比
べ
る
と
、｢

桃
源
仙

境
図
軸｣

は
山
の
高
低
が
は
っ
き
り
現
れ
、
岩
は
皴
法
を
使
わ
ず
、
線
で
ス
ケ
ッ
チ

を
し
た
。
そ
の
上
に
青
と
緑
の
鉱
石
顔
料
を
施
し
て
あ
る
。｢

倭
寇
図
巻｣

の
岩
は

ス
ケ
ッ
チ
の
あ
と
に

｢

披
麻
皴｣

と
い
う
手
法
を
使
っ
て
い
る
。
特
に
倭
寇
が
観
望

に
た
っ
た
岩
の
下
に
、
面
積
の
大
き
い
青
を
突
如
使
っ
て
、
不
自
然
で
あ
る
。
人
物

の
描
き
方
を
見
る
と
、｢

桃
源
仙
境
図
軸｣

の
な
か
の
三
人
の
文
人
と
二
人
の
童
は

細
や
か
に
表
情
や
動
き
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。｢

倭
寇
図
巻｣

の
人
物
は
や
や
荒
っ

ぽ
い
描
き
方
を
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
避
難
し
て
い
る
婦
人
の
服
と
明
軍
の
上
着
、

旗
、
鞍
は
同
じ
藍
色
で
あ
る
。
こ
れ
は
描
き
方
が
細
か
く
、
謹
厳
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
仇
英
の
特
徴
に
一
致
し
な
い
。
仇
英
の
人
物
画
は
ラ
イ
ン
が
流
暢
で
、
形
が
精
確

で
、
色
も
鮮
や
か
な
こ
と
か
ら
広
く
好
ま
れ
た
。
蘇
州
あ
た
り
で
は
か
れ
の
作
品
を

臨
模
す
る
の
が
流
行
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
題
箋
者
は
こ
の
図
を
仇
英
の
作
と
し

た
。
本
館
所
蔵
の

｢

百
美
図｣

、｢

美
人
春
戯
図｣

と
同
じ
類
の
も
の
で
あ
る
。

史
料
編
纂
所
側
の
赤
外
線
撮
影
に
よ
り
、
画
面
に

｢

日
本
弘
治
四
年｣

と

｢

大
明

神
捷
海
防
天
兵｣

の
文
字
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。｢

日
本
弘
治
四
年｣

は
嘉
靖
三
七

年
で
、
紀
元
一
五
五
八
年
に
あ
た
る
。
こ
こ
に
は
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

海
防
に
携
わ
る
明
軍
は
、
中
国
史
を
調
べ
る
限
り
、
嘉
靖
期
に
台
湾
に
出
兵
し
た
こ

と
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
題
箋
と
絵
巻
の
内
容
は
一
致
し
な
い
。
史
料
編
纂
掛
の
解

説
で
は
、
題
箋
は
あ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
し
、
台
湾
で
勝
利
と
い
う
説
を

否
定
し
、
絵
巻
を

｢

倭
寇
図
巻｣

と
名
づ
け
て
い
る

(

�)

。

表
３

｢

嘉
靖
三
十
七
年
倭
夷
入
寇
年
表｣

(

�)

で
は
嘉
靖
三
七
年
に
お
け
る
倭
寇
侵
入

と
明
軍
の
抗
倭
の
状
況
を
表
し
た
。

拠
点
が
平
ら
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
直
隷
・
浙
江
に
お
け
る
倭
患
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
た
。
戚
継
光
は
抗
倭
の
将
軍
と
し
て
倭
寇
と
の
戦
い
に
参
加
し
た
。
福
建
省

は
明
軍
の
兵
力
が
比
較
的
少
な
い
た
め
、
倭
寇
の
被
害
が
甚
だ
し
い
。

嘉
靖
期
の
倭
患
が
ひ
ど
く
な
っ
た
主
な
原
因
は
海
防
の
弛
み
で
あ
っ
た
。
当
時
軍

人
の
駐
屯
制
度
が
破
れ
、
衛
所
の
人
手
も
か
な
り
減
ら
さ
れ
た
。
旧
制
で
は
各
衛
所

の
軍
人
は
五
〇
〇
〇
人
で
あ
る
と
規
定
し
て
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
、
福
建
の
永

寧
衛
以
外
の
各
地
は
ど
こ
も
定
員
割
れ
を
し
て
い
た
。
浙
江
地
区
で
は
衛
所
の
平
均

軍
人
数
は
一
一
〇
四
人
で
、
わ
ず
か
に
定
員
の
二
二
％
で
あ
る

(

�)

。
船
舶
と
器
械
も
古

く
な
っ
た
り
老
朽
化
し
た
り
し
て
い
た

(

�)

。
急
に
必
要
な
場
合
は
漁
船
を
募
る
し
か
な

い
。
兵
は
十
分
な
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
う
え
、
船
も
専
門
的
な
も
の
で
は
な
い
の

で
、
往
々
に
し
て
倭
寇
を
見
た
だ
け
で
逃
げ
出
す
の
で
あ
る
。
画
面
で
は
双
方
の
合

戦
で
は
明
軍
が
勝
利
し
て
い
る
。｢

護
国
救
民｣

、｢

大
明
神
捷
海
防
天
兵｣

及
び
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( ) ｢明人抗倭図巻｣ を解読する (朱)211

表３ 嘉靖三十七年倭夷入寇年表

惠潮 �泉 興福 温台 寧紹 杭嘉 蘇松 常鎮 淮揚

一
月
賊首の許西池が
掲陽県を侵した｡
賊は蓬州所に入
り､ 提都督御史
王�が副使林懋
挙などを遣わし
てこれを下した｡

二
月

賊は福州府を侵
した｡

賊は楽清県を攻めた｡ 賊酋である毛烈
は舟山岑港を拠
点とした｡ 都指
揮戴冲霄は王直
の残部陳秀山等
を捕らえた｡

三
月

賊は福寧州を侵
した｡ 巡撫都御
史阮鄂が兵を粟
あせてこれを撃
破した｡

四
月

賊は慧安県を攻
めた｡

賊首である厳山
老は安海城に入っ
た僉事盛唐など
がこれを下した｡
賊は福清県を陥
落させた｡ 賊は
興化府を攻めた｡

賊は松門衛を侵した｡
賊は桃渚所を侵した｡
賊は台州府を攻め､
僉事李三畏､ 知府譚
綸はこれを打ち返し､
隘頑所の海浜まで追
撃し､ またこれを大
敗させた｡ 賊は寧海
県を攻めた｡ 賊は仙
居県を攻め､ 参将戚
継光がこれを平定し
た｡ 賊は温州府を攻
め､ 総督胡宗憲は参
将戚継光､ 張	を遣
わしてこれを平定し
た｡

五
月

賊は泉州府を攻
めた｡ 賊は南安
県に入った｡ 賊
は崇武所を攻め
た｡ 賊は慧安県
を攻めた｡ 賊は
手分けして�､
泉郡県を攻めた｡
賊首洪澤珍が倭
寇を導き入れ､
旧
嶋を拠点と
し､ 手分けして
略奪を働いた｡

六
月

賊は観海衛を侵
した｡ 賊は昌国
衛を侵した｡

八
月

官兵が舟山にあ
る賊の拠点を攻
め､ すべて平定
した｡

十
月
賊は�州より饒
平へ入り､ 黄岡
民鎮に入り､ こ
こに拠点を置い
た｡ 僉事経彦�
はこれを撃破し
た｡
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｢
海
防
新
城｣

は
共
に
明
軍
の
海
防
能
力
の
増
強
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
張
経
が

総
督
に
な
っ
て
や
む
な
く
客
兵
を
徴
発
し
た
、
王
江
�
の
戦
い
が
あ
っ
た
時
期
と
事

情
が
違
う
よ
う
だ
。
明
軍
の

｢

神
捷
天
兵｣

で
最
も
名
高
い
の
は
後
世
に
よ
く
知
ら

れ
る

｢

戚
家
軍｣
で
あ
っ
た
。
嘉
靖
三
五

(

一
五
五
六)

年
に
、
戚
継
光
は
参
将
と

し
て
山
東
か
ら
浙
江
へ
転
下
し
、
寧
波
、
紹
興
、
台
州
の
三
府
の
守
備
を
担
当
し
た
。

彼
は
現
地
の
軍
隊
に
悪
い
習
慣
が
氾
濫
し
た
の
に
気
づ
き
、
掲
示
を
し
て
兵
を
募
り
、

別
途
、
義
烏
の
農
民
と
鉱
山
労
働
者
か
ら
な
る
新
軍
を
立
ち
上
げ
た
。
厳
し
い
訓
練

を
経
て
、
こ
の
部
隊
は
台
州
で
一
三
戦
全
勝
の
記
録
を
作
り
、
そ
の
後
倭
寇
が
そ
の

名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
お
の
の
く

｢
戚
家
軍｣

に
成
長
し
た
。
こ
れ
は
図
巻
に
あ
る

｢

日
本
弘
治
四
年｣

と
い
う
時
間
と
合
致
し
て
い
る
。
絵
の
内
容
だ
け
を
み
る
と
、

王
江
�
の
戦
い
よ
り
遅
い
時
期
で
あ
る
と
分
か
る
。
作
成
時
間
は
明
末
清
初
で
、
明

軍
の
海
防
力
が
強
く
な
っ
て
以
降
で
あ
ろ
う
。

三
、｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

と

｢

倭
寇
図
巻｣

の
関
連

画
面
の
描
写
か
ら
、
二
者
の
間
に
近
い
内
容
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
異
な
る

作
者
に
よ
る
こ
の
二
つ
の
作
品
は
、
マ
ク
ロ
的
に
み
れ
ば
画
面
の
構
成

(
共
に
四
つ

の
部
分
か
ら
な
り
、
前
の
三
つ
の
部
分
は
倭
寇
の
侵
入
と
人
々
の
避
難
と
正
面
か
ら

の
合
戦
を
描
く)

か
ら
、
小
さ
い
画
面
の
細
部
描
写

(

形
勢
の
観
望
、
略
奪
と
放
火
、

二
グ
ル
ー
プ
の
避
難
者
、
双
方
の
合
戦
に
出
た
船
の
数
、
合
戦
の
方
式)

ま
で
、
ミ

ク
ロ
的
に
み
れ
ば
、
日
本
の
元
号
を
使
っ
て
い
る
こ
と
、
書
か
れ
た
場
所
な
ど
は
非

常
に
似
て
い
る
。
こ
れ
は
二
者
の
間
に
伝
承
関
係
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

個
人
的
な
観
点
と
し
て
、｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

は
時
期
的
に
早
く
、｢

倭
寇
図
巻｣

は

そ
の
あ
と
に
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

は
写
実
性
が
強
い
。

１
、
画
家
は
倭
寇
の
姿
を
正
し
く
描
い
て
い
る
。
裸
足
、
単
、
日
本
刀
を
下
げ

て
い
る
、
月
代
と
い
う
髪
型
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
形
は
男
子
の
額

か
ら
頭
部
中
央
ま
で
の
髪
の
毛
を
半
月
型
に
そ
り
上
げ
た
、
侍
特
有
の
ス

タ
イ
ル
で
あ
る
。

２
、
画
家
は
倭
寇
の
戦
術
と
行
動
を
画
面
に
巧
妙
で
自
然
に
書
き
込
ん
で
い
る
。

第
一
部
分
で
は
、
倭
寇
が
普
段
使
う
戦
術
で
そ
の
侵
入
を
表
現
し
た
。
倭
寇
が
奥

地
に
略
奪
に
行
く
場
合
は
大
体
組
織
的
で
、
計
画
を
持
っ
て
い
る
。
�
若
曾
は
こ
れ

を
ま
と
め
て
記
録
し
て
い
る
。

�
若
曾
は

『

日
本
図
纂』

で
下
記
の
よ
う
に
書
い
た
。｢

賊
は
毎
日
鶏
鳴
よ
り
起

き
て
、
地
面
に
座
っ
て
会
食
を
す
る
。
食
事
が
済
む
と
、
首
領
が
高
座
し
て
、
皆
は

そ
の
命
令
を
聞
く
。
冊
子
を
見
な
が
ら
本
日
の
略
奪
先
、
頭
目
に
な
る
も
の
、
グ
ル
ー

プ
の
構
成
…
…｣

(

�)

。
絵
巻
の
最
初
に
あ
る
の
は
、
停
泊
し
た
船
の
舳
先
に
倭
寇
の
グ

ル
ー
プ
が
集
ま
り
、
略
奪
の
前
に
略
奪
先
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
扇

子
を
持
つ
の
は
首
領
で
、
ほ
か
の
も
の
は
合
掌
し
て
命
令
を
聞
く
姿
で
あ
る
。
�
若

曾
が
ま
と
め
た
、
ま
た
倭
寇
が
よ
く
使
う

｢

蝴
蝶
陣｣

、｢

長
蛇
陣｣

も
画
面
に
出
て

い
る
。

｢

蝴
蝶
陣｣

は
明
軍
と
正
面
か
ら
闘
う
と
き
の
戦
術
で
、
強
い
殺
傷
力
を
も
つ
。

｢

戦
に
な
る
と
、
一
人
が
扇
子
を
振
る
え
ば
、
み
な
は
刀
を
振
り
回
し
、
空
に
向
か
っ

て
切
り
つ
け
る｣

。
倭
寇
は

｢

大
体
双
刀
を
使
う
の
に
慣
れ
て
い
る｣

。
倭
寇
の
群
れ

が
刀
を
振
り
回
す
と
、
相
手
は
往
々
に
し
て

｢

あ
わ
て
て
こ
れ
を
仰
ぎ｣

、
そ
こ
で

倭
寇
は

｢

上
で
騙
し
、
下
を
掠
め
る｣

、｢

下
を
切
り
つ
け
る｣

(

�)

。
絵
巻
で
は
倭
寇
の

侵
入
を
描
き
、
陸
地
で
の
交
戦
を
描
い
て
お
ら
ず
、
直
接

｢

蝴
蝶
陣｣

を
表
現
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
画
面
に
扇
子
を
振
る
う
首
領
と
両
手
に
刀
を
も
っ
て
ふ
り
回
す

倭
寇
が
い
る
こ
と
か
ら
、
明
軍
に
出
会
っ
た
場
合
、
首
領
の
手
に
あ
る
扇
子
が
振
り

回
さ
れ
る
の
は
、
倭
寇
が

｢

蝴
蝶
陣｣

を
用
い
て
侵
攻
す
る
信
号
で
あ
る
と
想
像
に

難
く
な
い
。

｢

長
蛇
陣｣

は
倭
寇
が
行
進
中
に
使
う
戦
術
で
あ
る
。
�
若
曾
は
下
記
の
と
お
り

説
明
し
て
い
る

(

�)

。
前
に
百
脚
旗
で
先
導
さ
れ
、
行
列
を
作
っ
て
行
進
し
て
い
く
。
最
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も
強
い
の
は
先
鋒
で
、
最
も
強
い
の
は
し
ん
が
り
と
な
り
、
間
に
は
勇
ま
し
い
者
と

卑
怯
な
者
が
入
り
混
じ
る｣

、｢

そ
の
行
列
は
単
列
で
長
い｣

、｢

陣
を
つ
く
れ
ば
必
ず

四
分
五
裂
す
る｣

。
絵
巻
に
あ
る
倭
寇
は
ほ
と
ん
ど
二
、
三
人
で
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

間
の
間
隔
は
長
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に

｢

長
蛇
陣｣

そ
の
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
な
記

述
と
あ
っ
て
い
る
。

絵
巻
の
第
二
部
分
で
は
、
倭
寇
の
略
奪
と
現
地
の
住
民
に
も
た
ら
し
た
損
害
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。
記
録
に
よ
る
と
、
倭
寇
の
至
る
所
、
家
屋
を
焼
き
払
い
、
婦
女
と

家
財
を
略
奪
す
る｣

(

�)

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、｢

呉
越
の
村
落
と
町
に
お
け
る
豊
か
な
家
の

半
分
は
廃
墟
と
な
っ
た｣

(

�)

。
官
吏
と
平
民
が
殺
さ
れ
、
溝
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
は
数

十
万
に
の
ぼ
る｣

(

	)

。
画
家
は
倭
寇
の
行
動
と
人
々
の
遭
難
と
い
う
二
方
面
か
ら
現
し

て
い
る
。
避
難
者
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
船
に
乗
っ
て
逃
げ
る
人
た

ち
は
、
文
人
の
恰
好
を
し
て
い
る
者
も
あ
り
、
使
用
人
を
連
れ
て
い
る
者
も
あ
り
、

シ
ル
ク
を
身
に
つ
け
て
い
る
女
性
も
い
る
。
豊
か
な
家
の
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
グ
ル
ー
プ
は
群
れ
を
な
し
た
、
綿
布
を
着
て
い
る
百
姓
で
あ
る
。
肩
に
大
き

な
風
呂
敷
包
み
を
担
い
で
い
る
女
性
が
重
さ
で
背
を
曲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
り

の
家
財
を
手
放
そ
う
と
し
な
い
。
男
性
が
担
い
で
い
る
天
秤
棒
の
片
方
は
幼
い
子
供

で
、
片
方
は
ビ
ン
な
ど
の
生
活
用
品
で
あ
る
。
最
後
を
歩
く
夫
婦
の
う
ち
、
男
性
は

赤
ち
ゃ
ん
を
か
か
え
て
、
振
り
返
っ
て
妻
を
急
か
し
て
い
る
。
妻
は
産
後
の
弱
さ
か

ら
で
あ
ろ
う
、
歩
き
か
た
が
よ
ろ
よ
ろ
し
て
い
る
。
も
う
一
グ
ル
ー
プ
は
坂
で
休
ん

で
い
る
避
難
者
で
あ
る
。
男
性
た
ち
は
穴
を
掘
り
、
釜
を
立
て
て
ご
飯
を
炊
い
て
至

り
、
地
面
に
座
っ
て
食
べ
て
い
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
。
女
性
は
一
ヶ
所

に
集
ま
り
、
子
供
を
あ
や
し
、
着
る
も
の
を
片
付
け
た
り
、
地
面
に
座
っ
て
休
ん
だ

り
し
て
い
る
。
赤
い
服
の
者
は
顔
を
覆
い
な
が
ら
泣
い
て
い
る
。
年
寄
り
の
婦
人
が

合
掌
し
て
黙
々
と
祈
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
々
が
故
郷
を
離
れ
て
、
行
く
先
を
失
っ

た
模
様
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
屋
敷
を
焼
き
払
う
と
い
う
倭
寇
の
典
型

的
な
行
動
と
そ
の
罪
を
表
現
し
て
い
る
。『

倭
変
事
略』

に
は

｢

三
十
四
年
、
賊
は

石
寇
鎮
を
侵
犯
し
、
三
日
に
わ
た
っ
て
放
火
し
、
死
者
は
数
え
切
れ
な
い｣

(


)

と
い
う

記
述
が
あ
る
。
�
若
曾
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。｢

強
奪
が
終
わ
ろ
う
と
し

た
と
こ
ろ
で
、
放
火
を
し
、
炎
と
煙
が
天
に
届
き
そ
う
で
、
人
々
は
そ
の
残
酷
さ
を

恐
れ
、
賊
は
そ
こ
を
離
れ
る｣

(

�)

。
放
火
は
倭
寇
の
略
奪
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
の
手
順

で
、
住
民
を
恐
ろ
し
が
ら
せ
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
画
家
が
細
部
描
写

の
材
料
選
び
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

３
、
画
面
の
細
部
は
正
し
く
、
実
情
に
合
っ
て
い
る
。

水

画
家
は
海
水
、
湖
水
と
川
水
を
三
種
の
描
き
方
で
表
現
し
た
。
一
種
は
倭
寇
船
の

進
入
の
海
面
で
あ
る
。
海
水
の
起
伏
が
大
き
な
曲
線
に
な
り
、
あ
た
か
も
波
が
立
っ

て
い
る
よ
う
で
、
岸
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
岩
を
た
た
い
て
波
し
ぶ
き
も
描
か
れ
て
い

る
。
も
う
一
種
は
双
方
が
交
戦
す
る
湖
面
で
あ
る
。
水
面
が
広
々
と
し
て
、
周
り
は

山
に
囲
ま
れ
、
鱗
の
よ
う
な
光
を
反
射
し
て
い
る
。
湖
の
上
で
は
船
の
行
き
来
が
あ

り
、
船
の
底
か
ら
水
し
ぶ
き
が
出
さ
れ
て
い
る
。
更
に
も
う
一
種
は
人
々
が
船
に
乗
っ

て
避
難
す
る
と
き
と
捕
虜
を
護
送
す
る
と
き
に
通
過
す
る
川
の
水
面
で
あ
る
。
後
者

の
水
面
で
は
太
鼓
橋
に
よ
っ
て
湖
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
川
は
最
終
的
に
城
に

流
れ
る
。
水
面
も
鱗
の
よ
う
な
波
紋
が
出
て
い
る
が
、
サ
イ
ズ
が
よ
り
小
さ
く
、
静

か
に
流
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

兵
器

倭
寇
の
兵
器
は
主
に
日
本
刀
と
大
弓
で
あ
る
。
画
面
に
は
数
回
に
わ
た
っ
て
刀
を

振
り
回
す
倭
寇
と
弓
を
引
く
様
子
を
描
い
て
い
る
。

日
本
刀
は
刀
身
が
狭
く
、
刃
が
鋭
い
。
明
軍
と
闘
う
と
き
に
は

｢

一
振
り
す
れ
ば
、

十
数
本
の
や
り
が
同
時
に
切
断
さ
れ
る｣

(

�)

と
い
う
。
刀
に
慣
れ
た
倭
寇
は
闘
う
と
き
、

｢

手
に
双
刀
を
舞
わ
せ
、
刀
は
五
尺
余
と
長
く
、
腕
が
動
い
て
切
っ
先
が
は
な
は
だ

長
い
。
そ
の
刀
が
舞
っ
て
い
る
と
き
、
刀
身
は
雪
の
よ
う
で
、
打
つ
す
き
が
な
い｣

(

)

。

大
弓
は

｢

長
さ
は
七
、
八
尺
で
、
矢
の
長
さ
は
四
、
五
尺
あ
る
。
鏃
の
鉄
は
燕
の

( ) ｢明人抗倭図巻｣ を解読する (朱)213
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尾
の
ご
と
し
。
鏃
の
竹
は
長
槍
の
よ
う
で
あ
り
、
川
向
こ
う
か
ら
城
を
狙
っ
て
射
る

と
、
城
内
の
屋
敷
に
あ
た
り
、
鏃
は
か
わ
ら
と
杭
を
貫
い
た｣

(

�)

。

明
軍
の
兵
器
に
は
伝
統
的
な
刀
、
槍
、
斧
、
真
ガ
マ
の
ほ
か
に
、
当
時
の
典
型
的

な
武
器
も
あ
る
。
た
と
え
ば

｢

天
蓬
�｣

、｢

�
�｣

が
そ
れ
で
あ
る
。

天
蓬
�：

｢

形
は
月
牙
の
ご
と
し
、
内
側
も
外
側
も
刃
に
な
っ
て
い
る
。
横
幅
は

二
尺
、
柄
の
長
さ
は
八
、
九
尺
、
或
は
一
丈
あ
る
。
陸
軍
の
騎
馬
ま
た
は
歩
兵
戦
に

お
け
る
第
一
の
利
器
な
り｣

(
�)
。
こ
の
武
器
を
ま
っ
す
ぐ
に
使
え
ば
相
手
の
手
を
切
れ

る
。
上
に
む
い
て
使
え
ば
首
を
取
れ
る
。
下
に
使
っ
た
と
き
に
は
足
を
傷
つ
け
ら
れ
、

非
常
に
役
立
つ
武
器
で
あ
る
。｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

の
海
上
合
戦
で
は
明
軍
の
船
に

こ
の
武
器
が
置
い
て
あ
る
の
は
ま
こ
と
に
面
白
い
。
本
館
所
蔵
の

｢

王
瓊
事
跡
図
冊｣

の
な
か
に
は
こ
の
よ
う
な
兵
器
が
描
か
れ
て
い
る
。

�
�：

｢

こ
の
兵
器
は
倭
寇
の
騒
擾
以
来
使
わ
れ
る
。
�
、
粤
、
川
、
貴
、
雲
、

湖
で
は
み
な
古
く
か
ら
あ
り
、
た
だ
作
り
方
が
違
う
。
兵
器
の
中
で
は
も
っ
と
も
鋭

い
も
の
で
あ
る｣

。
こ
の
よ
う
な
武
器
は
攻
め
に
も
守
り
に
も
使
え
る
。
遠
く
か
ら

は
火
矢
を
つ
け
て
倭
寇
に
当
て
て
発
射
し
、
近
く
か
ら
は
刺
す
こ
と
が
で
き
る

｢

万

全
万
勝
の
武
器｣

と
い
え
よ
う
。

こ
れ
だ
け
で
な
く
、
明
軍
の
船
に
は
火
器
も
あ
る
。
一
つ
は
舳
先
に
つ
け
た
火
砲

(

銃)

で
、
も
う
一
種
は
ま
る
い
ボ
ー
ル
の
よ
う
な

｢

火
妖｣

に
似
た
も
の
で
あ
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
明
代
は
洪
武
年
間
か
ら
軍
器
局
、
兵
仗
局
、
安
民
廠
、
内
官
監

な
ど
、
中
央
か
ら
直
轄
さ
れ
る
各
種
火
器
を
製
造
す
る
機
関
が
設
立
さ
れ
た
。
大
量

に

｢

大
将
軍
炮｣

、
神
銃
、
手
把
鉄
銃
、
手
把
銅
銃
、
碗
口
銃
な
ど
、
異
な
る
種
類

の
火
器
を
作
っ
た
。
明
代
の
制
度
に
よ
る
と
、
百
戸
に
銃
手
を
一
〇
名
、
刀
牌
手
二

〇
名
、
弓
箭
手
三
〇
名
、
炮
手
四
〇
名
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
代
の
中
ご

ろ
に
は
す
で
に

｢

京
軍
は
十
万
、
火
器
手
は
そ
の
六
割｣

と
い
う
比
重
を
占
め
て
い

る
。
倭
寇
と
の
戦
い
の
中
で
、
多
く
の
フ
ラ
ン
キ
ー
発
射
銃
や
、
ス
ピ
ー
ド
と
回
転

が
速
い
サ
ソ
リ
船
も
使
わ
れ
た

(

�)

。｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

の
作
者
が
戦
を
経
験
し
た
者

で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
写
実
的
な
も
の
は
描
け
な
か
っ
た
ろ
う
。

船

船
に
は
海
の
船
と
川
の
船
に
分
け
ら
れ
る
。
異
な
る
船
の
構
造
は
区
別
が
大
き
い
。

海
の
船
は
お
も
に
帆
を
動
力
源
と
し
、
櫂
は
補
助
的
な
道
具
で
あ
る
。
小
型
の
川
の

船
は
大
体
櫓
と
棹
し
か
使
わ
な
い
。｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

に
あ
る
、
海
上
を
走
る
倭

寇
船
に
は
帆
が
あ
り
、
櫂
も
使
わ
れ
る
。
庶
民
を
搭
載
す
る
船
と
捕
虜
を
護
送
す
る

船
は
川
を
走
る
か
ら
、
道
具
は
櫓
と
棹
で
あ
り
、
川
の
船
で
あ
る
。
し
か
し

｢

倭
寇

図
巻｣

に
は
櫓
を
こ
ぐ
こ
と
で
進
む
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
櫓
は
、
漢
代
か
ら
広
く

使
わ
れ
た
、
中
国
の
発
明
の
な
か
で
も
っ
と
も
科
学
的
な
成
果
物
で
、
縦
に
漕
ぐ
推

進
器
具
で
あ
る
。
船
を
進
め
る
ほ
か
に
、
船
の
方
向
転
換
と
方
向
調
整
に
も
使
え
る
。

構
造
が
簡
単
で
、
多
機
能
を
持
つ
。
た
だ
し
人
力
で
小
さ
い
角
度
か
ら
水
中
で
漕
ぐ

方
式
な
の
で
、
海
の
船
で
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
い
。
ま
し
て
海
を
渡
っ
て
く
る
倭

寇
船
に
現
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
作
者
が
江
南
周
辺
の
生
活
で
見

た
も
の
を
想
像
で
書
き
入
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
強
い
。｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

の
波

が
た
つ
広
い
海
に
、
倭
寇
を
満
載
し
た
船
が
つ
ら
な
っ
て
く
る
場
面
と
比
べ
る
と
、

｢

倭
寇
図
巻｣

に
あ
る
倭
寇
が
海
上
か
ら
襲
来
し
て
く
る
描
写
は
さ
ら
に
荒
っ
ぽ
く
、

数
隻
の
船
し
か
な
い
。
こ
れ
は

｢

諸
倭
が
大
挙
し
て
侵
入
し
、
戦
艦
が
数
百
つ
ら
な

り
、
海
を
覆
う
勢
い
で
き
た｣

情
勢
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
作
者
の
構
成
力
と
画
面

の
イ
メ
ー
ジ
の
差
が
目
に
つ
く
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
差
が
で
る
の
は
、
作
者
の

生
活
す
る
時
代
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

は
モ
チ
ー
フ
が
強
調
さ
れ
、
創
作
の
意
図
が
は
っ
き
り

し
て
お
り
、
構
図
が
緻
密
で
全
体
感
が
強
い
。

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

の
モ
チ
ー
フ
は
、
王
江
	
の
戦
い
の
勝
利
を
称
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
指
揮
者
を
褒
め
称
え
る
こ
と
で
あ
る
。
絵
巻
は
連
続
の
漫
画
に
よ
う

に
、
内
容
は
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
最
初
は
広
い
海
と
サ
イ
ズ
の
異
な
る
倭
寇
船
、

そ
し
て
船
に
い
な
が
ら
刀
を
振
り
回
す
倭
寇
に
よ
っ
て
、
倭
寇
の
た
け
り
狂
う
様
子
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を
表
し
た
。
つ
づ
い
て
屋
敷
を
破
壊
さ
れ
、
家
財
を
略
奪
さ
れ
、
故
郷
を
離
れ
て
流

浪
の
身
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
人
々
に
よ
っ
て
、
倭
寇
の
侵
入
が
社
会
に
も
た
ら
し

た
危
害
を
表
現
し
、
倭
寇
と
の
戦
い
は
非
常
に
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
。

そ
こ
で
明
軍
と
倭
寇
の
正
面
か
ら
の
戦
い
が
始
ま
り
、
山
の
合
間
で
は
た
め
く
旗
に

は

｢

設
伏
猛
烈
天
兵｣
、｢

火
照
奇
兵
右
伏｣

、｢

威
武
天
捷
天
兵｣

、｢

靖｣

と
書
き
込

み
、
明
軍
の
勢
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
客
軍
と
の
協
同
作
戦
で
あ
る
こ
と
と
、
敵

を
包
囲
し
、
追
撃
す
る
戦
術
を
強
調
し
た
。
海
上
に
お
け
る
合
戦
を
と
お
し
て
海
陸

合
同
作
戦
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
。
以
上
を
も
っ
て
、
こ
の
戦
い
は
計
画
が
綿
密

で
、
戦
術
に
関
す
る
思
想
が
た
だ
し
い
と
物
語
っ
て
い
る
。
戦
い
は
勝
利
し
、
捕
虜

を
護
送
し
て
帰
還
し
て
く
る
軍
隊
を
、
指
揮
者
が
城
か
ら
出
て
迎
え
る
場
面
で
終
わ
っ

て
い
る
。

ま
た
、
交
戦
の
方
向
が

｢

倭
寇
図
巻｣

と
違
う
。｢
倭
寇
図
巻｣

で
は
、
双
方
の

船
首
の
向
き
と
そ
れ
ぞ
れ
の
進
攻
・
防
御
の
方
向
は
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
倭

寇
は
海
上
か
ら
き
て
、
手
前
に
向
き
、
攻
め
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
明
軍
の
舳
先

は
海
に
向
か
い
、
防
御
の
態
勢
に
な
っ
て
い
る
。｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

で
は
、
倭
寇

の
船
は
海
に
向
け
、
明
軍
の
船
首
は
城
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
倭
寇
の
敗
退
と
、

明
軍
が
そ
の
逃
げ
道
を
遮
断
し
て
い
る
状
況
を
表
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
第
四
部
分
も
異
な
る
。｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

で
は
出
迎
え
と
捕
虜
の

献
上
を
強
調
し
て
い
る
。｢

倭
寇
図
巻｣

で
は
出
征
の
場
面
に
な
っ
て
い
る
。
兵
士

た
ち
は
統
一
さ
れ
た
軍
服
を
身
に
着
け
て
、
行
列
を
と
と
の
え
、
騎
馬
の
将
校
も
鎧

を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
抗
倭
の
兵
力
の
増
強
を
示
し
、
海
防
の
増
強
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
違
い
は
作
者
の
考
え
の
異
な
る
面
を
示
す
う
え
に
、
図
巻
の
作
成
時

間
を
推
定
す
る
た
め
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

第
三
に
、
絵
巻
の
風
格
は
時
代
的
な
特
性
を
備
え
て
い
る
。

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

の
画
面
の
背
景
は
山
水
画
の
よ
う
で
、
人
の
目
を
引
く
。
海

上
に
あ
る
距
離
と
サ
イ
ズ
が
異
な
る
船
が
帆
を
か
け
て
進
ん
で
い
る
。
陸
に
は
柳
が

つ
ら
な
り
、
畦
が
整
然
と
し
て
い
る
。
鳥
、
屋
敷
、
流
れ
て
い
る
川
に
船
が
動
き
、

水
鳥
が
羽
ば
た
い
て
い
る
。
農
村
の
景
色
が
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
方
は
広
い
湖

で
、
遠
く
に
は
山
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
赤
い
城
と
五
層
の
木
塔
が
あ
る
。
近
く
に

は
村
が
あ
り
、
春
節
に
つ
け
た
聯
が
ま
だ
赤
い
色
を
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
水
が
二

手
に
わ
か
れ
、
狭
い
と
こ
ろ
に
太
鼓
橋
を
か
か
っ
て
い
る
。
最
後
は
松
と
巨
大
な
岩
、

城
壁
で
あ
る
。

画
面
全
体
は
描
き
方
が
細
や
か
で
、
色
使
い
も
雅
で
あ
る
。
画
風
は
明
ら
か
に
文

徴
明

(

一
四
七
〇
―
一
五
五
九
年)

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
嘉
靖
期
は
、
中
国
絵

画
は

｢

院
画｣

が
衰
え
、｢

浙
派｣

も
末
路
を
た
ど
り
、｢

呉
門
画
派｣

が
日
増
し
に

主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
る
。
文
徴
明
に
代
表
さ
れ
る
文
人
画
家
は
、
山
水

の
描
き
方
を
趙
孟


と

｢

元
四
家｣

王
蒙
と
黄
公
望
に
学
び
、
景
色
の
ト
ー
ン
が
お

だ
や
か
で
、
筆
触
が
清
ら
か
で
、
感
情
を
表
し
、
読
書
人
の
風
格
を
も
つ
文
人
画
風

を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
流
派
は
当
時
に
お
い
て
名
高
く
、
そ
の
作
を
求
め
る
人
も

多
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
習
う
人
も
多
い
。
各
地
で
文
徴
明
の
画
風
を
習
う
人
が
極
め

て
多
い
。
文
徴
明
自
身
も
書
画
創
作
の
頂
点
に
い
た
時
期
に
こ
の
絵
巻
が
作
成
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
絵
巻
の
ス
タ
イ
ル
は
時
代
的
な
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
見
る
と
、｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

は
作
成
時
間
が
戦
か
ら
程
遠
く
な
く
、

写
実
的
な
歴
史
絵
画
で
あ
る
。

現
今
で
は
、
撮
影
技
術
が
普
及
し
、
書
画
は
印
刷
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ

は
有
名
人
の
書
画
を
大
量
に
閲
覧
で
き
る
。
し
か
し
、｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

が
作
成

さ
れ
た
時
期
に
は
、
書
画
は
皇
室
あ
る
い
は
個
人
の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
。
原
画
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
も
、
代
表
的
な
場
面
し
か
記
憶
で
き
な
い
。
記
憶
を
も
と
に
、
自

分
の
考
え
を
入
れ
て
改
め
て
作
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
可
能
性
と
し
て
、｢

倭
寇
図

巻｣

の
作
者
は

｢
明
人
抗
倭
図
巻｣

を
見
て
か
ら
、
自
分
の
倭
寇
に
対
す
る
認
識
に

よ
っ
て

｢

倭
寇
図
巻｣

を
製
作
し
た
。
そ
れ
で
、｢

倭
寇
図
巻｣

と

｢

明
人
抗
倭
図

巻｣

の
よ
う
な
、
一
見
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
細
か
く
見
て
い
く
と
異
な
る
点
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が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
館
所
蔵
の

｢

明
人
清
明
上
河
図
巻｣

も
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

お
わ
り
に

総
じ
て
言
え
ば
、｢
明
人
抗
倭
図
巻｣

は
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
、
写
実
的
な
絵

画
で
あ
り
、
王
江
�
の
戦
い
を
忠
実
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

｢

倭
寇
図
巻｣

は
明
末
あ
る
い
は
清
初
の
人
が

｢

明
人
抗
倭
図
巻｣

を
臨
模
し
た
も

の
で
、
明
代
に
お
け
る
倭
寇
に
対
す
る
戦
い
が
勝
利
を
収
め
た
後
の
、
海
防
の
増
強

に
関
す
る
、
作
者
の
認
識
を
表
し
て
い
る
。
倭
寇
に
対
す
る
闘
争
は
、
二
百
年
余
り

に
わ
た
る
一
大
重
大
事
件
で
あ
る
。
し
か
し
史
籍
・
地
方
史
・
小
説
に
は
記
載
が
見

ら
れ
る
が
、
画
像
で
記
録
さ
れ
た
も
の
は
た
い
へ
ん
珍
し
い
。
こ
の
意
味
で

｢

明
人

抗
倭
図
巻｣

と

｢

倭
寇
図
巻｣

の
存
在
は
大
変
高
い
歴
史
的
価
値
を
有
し
て
い
る
。

[

註]

(

�)
『

日
本
図
纂』

に
よ
る
と
、
倭
の
好
み
は
生
糸
、
真
綿
、
布
、
綿
、
赤
い
糸
、
水
銀
、

針
、
鉄
の
鎖
、
磁
器
、
古
銭
、
古
名
画
、
古
名
書
、
古
書
、
薬
、
毛
氈
、
馬
の
背
に

か
け
る
フ
ェ
ル
ト
、
白
粉
、
小
さ
い
籠
、
漆
器
、
酢
で
あ
る
。
中
華
全
国
図
書
館
文

献
縮
微
複
製
中
心

『

日
本
史
料
彙
編』

一
六
一
―
一
六
四
頁
。

(

�)
『

明
史』

巻
九
一

｢

兵
志｣

。

(

�)

朱
�(

一
四
九
四
〜
一
五
五
〇)

字
は
子
純
、
号
は
秋
崖
で
、
長
洲(

今
の
呉
県)
の

人
。
正
徳
一
六
年(

一
五
二
一
年)

の
進
士
で
あ
っ
た
。
知
府
、
南
京
刑
部
員
外
郎
、

四
川
兵
備
前
使
、
広
東
布
政
使
を
歴
任
。
嘉
靖
二
五
年
、
右
副
都
御
史
に
抜
�
さ
れ
、

翌
年
に
提
督
�
浙
海
防
軍
務
に
任
命
さ
れ
た
。

(

	)
『

明
史』

巻
二
〇
五

｢

朱
�
伝｣

。

(


)
『

明
史』

巻
二
〇
五

｢

朱
�
伝｣

。

(

�)
『

明
史』

巻
三
二
二

｢

日
本
伝｣

。

(

�)

王
(

一
五
〇
七
―
一
五
六
〇)

字
は
民
応
、
号
は
思
質
で
、
江
蘇
太
倉
の
人
。

嘉
靖
二
〇
年

(

一
五
四
一)

の
進
士
で
あ
っ
た
。

(

�)
『

明
世
宗
実
録』

巻
三
九
六
。

(

�)
『

明
史』

巻
二
〇
四

｢

王

伝｣

。

(

�)

張
経(

一
四
九
二
〜
一
五
五
五
年)

、
字
は
廷
彝
、
号
は
半
洲
で
、
侯
官
県(

今
の
福

州
市)

洪
塘
郷
の
人
。
明
正
徳
一
二
年(

一
五
一
七
年)

の
進
士
で
、
著
作
に

『

半
洲
詩

集』

が
あ
る
。

(

�)
『

明
世
宗
実
録』

巻
四
一
〇
。

(

�)
『

明
世
宗
実
録』

巻
四
一
〇
。

(

�)
『

明
世
宗
実
録』

巻
四
一
〇
。

(

�)

�
若
曾

(

一
五
〇
三
〜
一
五
七
〇)

、
昆
山
の
人
で
、
字
は
伯
魯
で
あ
る
。
天
文
、

地
理
、
地
図
、
軍
事
に
精
通
す
る
。
胡
宗
憲
の
幕
僚
と
し
て
倭
寇
と
の
戦
い
に
謀
略

を
ふ
る
っ
た
。
倭
寇
の
平
定
に
貢
献
し
た
た
め
、
朝
廷
か
ら
錦
衣
を
授
け
ら
れ
た
が
、

受
け
な
か
っ
た
。

(

�)

�
若
曾

『

籌
海
図
編』

、
巻
之
八
上

｢

嘉
靖
以
来
倭
夷
入
寇
総
編
年
表｣

五
一
七
―

五
二
九
頁
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
。

(

�)

馮
賢
亮

『

明
清
江
南
地
区
環
境
変
動
与
社
会
控
制』

二
八
九
、
二
九
八
頁
、
上
海

人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

(

�)
『

明
世
宗
実
録』

巻
四
一
八
。

(

�)
『

明
世
宗
実
録』

巻
四
一
八
。

(

�)
｢

永
順
州
軍
民
宣
慰
使
司｣

条
。

(

�)
『

明
史』

巻
三
一
〇

｢

保
靖
州
軍
民
宣
慰
使
司｣

条
。

(

�)
『

明
史』

巻
二
〇
五

｢

張
経
伝｣

。

(

�)
『

明
史』

巻
三
一
八
。

(

�)
『

明
史
紀
事
本
末』

巻
五
五

｢

沿
海
倭
乱｣

。

(
�)

�
若
曾

『

籌
海
図
編』

、
巻
之
八
下

｢

倭
寇
分
合
始
末
図
譜｣

五
八
一
―
五
八
二
頁
、

中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
。

(

 )
『

嘉
靖
東
南
平
倭
通
録』

。

(

!)
『

明
世
宗
実
録』

巻
四
二
三
。

(

")

�
若
曾

『
籌
海
図
編』

、
巻
之
八
上

｢

嘉
靖
以
来
倭
夷
入
寇
総
編
年
表｣

五
四
〇
―

五
四
二
頁
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
。

(

#)

趙
文
華

『

嘉
靖
平
倭
祗
役
紀
略』

巻
一
。
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(
$)

『

明
史』

巻
二
〇
五

｢

張
経
伝｣

。

(

%)
沈
学
淵

｢

厳
家
兵
詩｣

。
陳
懋
恒

『

明
代
倭
寇
考
略』

四
〇
頁
、
人
民
出
版
社
、
一

九
五
七
年
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。

(

&)
『

明
史』
巻
二
〇
五

｢

李
天
寵
伝｣

。

(

')
『

明
史』
巻
二
〇
五

｢

胡
宗
憲
伝｣

。

(

()

趙
文
華

『

王
江
�
捷
報』

。

(

))

揚
仁
*
主
編

『

中
国
書
画』

四
三
五
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
版
。

(

+)
『

〈
大
正
十
二
年
五
月
四
、
五
、
六
、
七
日
開
催
〉
第
十
一
回
史
料
展
覧
会
列
品
目

録』

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
掛
。

(

,)

�
若
曾

『

籌
海
図
編』

、
巻
之
八
上

｢

嘉
靖
以
来
倭
夷
入
寇
総
編
年
表｣

五
四
二
―

五
四
八
頁
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
。

(

-)

陳
懋
恒

『

明
代
倭
寇
考
略』

三
六
頁
、
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。

(

.)

陳
懋
恒

『

明
代
倭
寇
考
略』

三
六
頁
、
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。

(

/)

�
若
曾

『

日
本
図
纂』

。

(

0)

�
若
曾

『

日
本
図
纂』

｢

倭
術｣

。

(

1)

�
若
曾

『

日
本
図
纂』

｢

倭
術｣

。

(

2)

範
表

｢

海
寇
議
前｣

、『

玄
覧
堂
叢
書
続
集』

所
収
。
李
光
璧

『
明
代
御
倭
戦
争』

四
三
頁
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。

(

3)
『

罪
惟
録』

巻
三
六

｢

日
本
伝｣

。
李
光
璧

『

明
代
御
倭
戦
争』

四
三
頁
か
ら
の
孫

引
き
で
あ
る
。

(

4)

範
表

｢

海
寇
議
前｣

、『

玄
覧
堂
叢
書
続
集』

所
収
。
李
光
璧

『

明
代
御
倭
戦
争』

四
三
頁
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。

(

5)
『

倭
変
事
略』

。

(

6)

�
若
曾

『

日
本
図
纂』
｢

倭
術｣

。

(

7)
『

倭
変
事
略』

。

(

8)
『

上
海
県
志』

巻
十
一
。

(

9)

�
若
曾

『

籌
海
図
編』

巻
十
三
下
、
九
五
七
頁
。

(

:)

�
若
曾

『

籌
海
図
編』

巻
十
三
下
、
九
五
〇
頁
。

(

;)
『

中
国
軍
事
史』

第
三
巻

『

兵
制』

四
〇
三
頁
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。

(

翻
訳
：
黄
栄
光)
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